
協
同
組
合
と
い
う

虹
の
も
と
、

大
都
市
に
深
く

根
を
張
り
そ
び
え
る

大
樹
の
よ
う
な

Ｊ
Ａ
で

あ
り
た
い

―
JAさっぽろコミュニケーションマガジン
「にじのたいじゅ」

今月の特集

令和5年度
第2回地区別懇談会Q＆A

一頭一頭に声をかけながらの給餌
Photo by SOGA Takahiro
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農
家
と
音
楽
家
の

二
刀
流

　自
宅
内
の
仕
事
場
に
招
き
入
れ
て

い
た
だ
く
と
、
す
ぐ
に
目
に
飛
び
込

ん
で
き
た
の
は
複
数
の
モ
ニ
タ
ー
と

パ
ソ
コ
ン
、
そ
し
て
改
造
し
た
机
か

ら
見
え
る
ピ
ア
ノ
の
鍵
盤
。
そ
う
、

池
端
さ
ん
は
『
農
家
』
と
『
音
楽

家
』
の
二
刀
流
と
い
う
、
正
に
異
色

の
生
産
者
な
の
で
あ
る
。

　肉
牛
の
繁
殖
農
家
と
畑
作
農
家
を

営
む
傍
ら
、
精
力
的
に
音
楽
活
動
を

行
な
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
自
ら
作
っ

た
曲
を
提
供
し
て
い
る
他
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
曲
を
公
開
・

販
売
し
て
い
る
。「『
音
楽
家
』
と
し

て
取
り
組
み
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
す
が
…
『
農
家
』
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
る
の
が
難
し
い
で
す

ね
。
共
に
私
に
と
っ
て
大
事
な
モ
ノ

な
の
で
出
来
る
範
囲
で
両
立
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

　農
家
と
し
て
の
池
端
さ
ん
は
、
音

大
を
卒
業
後
、
2
0
0
9
年
に
素
牛

を
育
て
出
荷
す
る
繁
殖
牧
場
を
祖
父

か
ら
経
営
移
譲
を
受
け
て
就
農
し
た
。

　肉
牛
の
生
産
農
家
は
、
大
ま
か
に

母
牛
に
子
牛
を
生
ま
せ
、
そ
の
子
牛

を
育
て
て
市
場
に
出
荷
す
る
「
繁
殖

農
家
」
と
、
そ
の
子
牛
を
大
き
く
育

て
る
「
肥
育
農
家
」
の
2
種
類
に
分

か
れ
る
。

牛
達
を
育
て
る

技
術
と
深
い
愛

　池
端
さ
ん
の
祖
父
は
乳
牛
の
繁
殖

農
家
だ
っ
た
が
、
乳
牛
の
素
牛
は
価

格
の
乱
高
下
が
激
し
く
安
定
し
た
経

営
が
難
し
い
と
判
断
し
、
肉
牛
の
繁

殖
農
家
へ
と
舵
を
切
っ
た
。
現
在
は

母
牛
12
人4

と
素
牛
と
し
て
出
荷
す
る

子
牛
9
人4

を
、
池
端
さ
ん
一
人
で
管

理
・
肥
育
し
て
い
る
。「
今
い
る
子

牛
の
内
2
人4

は
、
昨
年
末
に
母
牛
が

産
気
づ
い
て
生
ま
れ
た
子
牛
た
ち
。

破
水
し
た
ら
夜
通
し
休
ま
ず
に
様
子

を
見
守
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
牛
舎

で
年
を
越
す
の
も
珍
し
く
な
い
よ
。」

　繁
殖
経
営
で
は
発
情
発
見
か
ら
種

付
け
、
出
産
支
援
な
ど
、
求
め
ら
れ

る
技
術
も
多
い
上
、
生
ま
れ
た
子
牛

一
頭
一
頭
に
想
い
を
込
め
て

育
て
る
責
任
。育
て
た
愛
情
。

石
狩
花
畔
地
区
組
合
員

　池
端
優
さ
ん

石
狩
に
変
わ
っ
た
経
歴
を
持
つ
組
合
員
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
話
し
を
聞
き
、
訪

れ
た
の
は
地
物
市
場
と
れ
の
さ
と
に
程
近
い
石
狩
市
樽
川
。
こ
こ
で
「
フ
ァ
ー
ム

池
端
」
を
経
営
し
て
い
る
池
端
優
さ
ん
に
お
会
い
し
た
の
は
、
ま
も
な
く
大
寒
を

迎
え
よ
う
か
と
い
う
寒
い
日
だ
っ
た
。

1

3

1. 以前牛舎として使用していた納屋。2. 自作によるサツマイモの熟成室。3. 素牛の生産
から生まれる自家製堆肥。4. 13 歳となると迫力ある母牛に。5. 毎日のように、温度と湿
度が管理されたサツマイモ。6. 池端農場オリジナルのやきいも。

4

6 5
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も
皆
が
元
気
に
大
き
く
な
る
と
は
限

ら
な
い
大
変
さ
が
あ
る
と
話
し
て
く

れ
た
。「
子
牛
を
育
て
る
の
が
一
番

大
変
。
最
初
の
3
ヶ
月
ま
で
が
勝
負

な
の
で
、
つ
き
っ
き
り
で
看
病
し
た

り
ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
た
り
。
体
調
に

こ
ま
め
に
気
を
配
り
な
が
ら
9
人4

の

子
牛
達
が
元
気
に
成
長
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
い
つ
も
考
え
な
が
ら
接
し

て
い
ま
す
。」

池
端
さ
ん
は
飼
育
し
て
い
る
牛
を

数
え
る
時
に
「
頭
」
と
言
わ
ず

「
人
」
と
言
う
。
そ
の
言
葉
か
ら
は

牛
達
に
対
す
る
愛
情
と
責
任
が
感
じ

ら
れ
た
。

活
路
を
見
出
す

柔
軟
な
思
考
と
挑
戦

フ
ァ
ー
ム
池
端
で
は
他
に
も
、
素

牛
の
生
産
か
ら
生
ま
れ
る
自
家
製
堆

肥
を
活
用
し
た
循
環
型
農
業
を
実
践

し
て
い
る
。
こ
の
堆
肥
を
使
用
し
た

畑
か
ら
で
き
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
地

物
市
場
と
れ
の
さ
と
で
販
売
し
て
お

り
、
旬
の
時
期
に
は
陳
列
す
る
や
い

な
や
、
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
と
な

る
程
の
大
人
気
野
菜
で
あ
る
。
栄
養

豊
富
な
自
家
製
堆
肥
を
た
っ
ぷ
り
与

え
て
い
る
せ
い
か
、
20
年
近
く
前
に

植
え
た
苗
か
ら
今
で
も
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
が
収
穫
で
き
る
そ
う
。

ま
た
、
一
時
期
は
に
ん
に
く
の
生

産
も
行
な
っ
て
い
た
が
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
収
穫
時
期
と
重
な
る
た
め
新

た
に
始
め
た
の
が
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽

培
。「
紅
は
る
か
」
と
い
う
品
種
を

中
心
に
生
産
し
て
い
る
が
、
こ
の
サ

ツ
マ
イ
モ
は
ね
っ
と
り
と
し
た
食
感

と
糖
度
の
高
さ
が
特
徴
で
、
じ
っ
く

り
加
熱
し
て
作
る
焼
き
芋
は
、
ま
る

で
上
質
な
ス
イ
ー
ツ
を
食
べ
て
い
る

か
の
よ
う
な
味
わ
い
で
あ
る
。
更
に

は
こ
の
紅
は
る
か
を
用
い
た
干
し
芋

も
独
学
で
製
品
化
し
販
売
し
て
い

る
。
一
枚
一
枚
の
厚
さ
に
こ
だ
わ
る

こ
と
で
、
紅
は
る
か
の
特
徴
で
あ

る
、
ね
っ
と
り
と
し
た
食
べ
応
え
が

増
す
。
黄
金
色
で
、
見
た
目
に
も
美

味
し
い
干
し
芋
と
絶
品
焼
き
芋
は
、

と
れ
の
さ
と
で
絶
賛
発
売
中
な
の

で
、
見
か
け
た
際
に
は
是
非
手
に

取
っ
て
ご
賞
味
い
た
だ
き
た
い
。

「
自
然
に
は
あ
ら
が
わ
な
い
。

失
っ
て
も
そ
れ
以
上
に
た
く
さ
ん
作

れ
ば
い
い
だ
け
。」
最
近
問
題
と

な
っ
て
い
る
農
作
物
へ
の
鳥
獣
被
害

に
つ
い
て
池
端
さ
ん
に
聞
い
た
時
の

言
葉
で
あ
る
。

牛
に
畑
に
音
楽
に
、
様
々
な
事
に

挑
戦
し
続
け
る
前
向
き
な
姿
勢
は
、

こ
の
考
え
方
か
ら
生
ま
れ
る
の
だ
と

感
銘
を
受
け
た
。
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な
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を
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て
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の
が
一
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大
変
。
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の
3
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月
ま
で
が
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な
の
で
、
つ
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っ
き
り
で
看
病
し
た

り
ミ
ル
ク
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せ
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り
。
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調
に

こ
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に
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を
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が
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9
人4

の

子
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気
に
成
長
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も
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よ
う
、
い
つ
も
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え
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が
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し
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ま
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る
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に
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と
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」
と
言
う
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の
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ら
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に
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と
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が
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と
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に
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る
自
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製
堆
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型
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業
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る
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る
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は
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、
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に
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や
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あ
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と
い
う
間
に
完
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と
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る
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の
大
人
気
野
菜
で
あ
る
。
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養

豊
富
な
自
家
製
堆
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を
た
っ
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り
与
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せ
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か
、
20
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に
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苗
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ら
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で
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パ
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そ
う
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時
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に
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に
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の
生
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た
が
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ア
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新
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の
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の
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と
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を

中
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に
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る
が
、
こ
の
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と
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感

と
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度
の
高
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が
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で
、
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加
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き
芋
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、
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る

で
上
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な
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を
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の
よ
う
な
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い
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あ
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。
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は
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を
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た
干
し
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も
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学
で
製
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化
し
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し
て
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る
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枚
一
枚
の
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に
こ
だ
わ
る

こ
と
で
、
紅
は
る
か
の
特
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で
あ

る
、
ね
っ
と
り
と
し
た
食
べ
応
え
が

増
す
。
黄
金
色
で
、
見
た
目
に
も
美

味
し
い
干
し
芋
と
絶
品
焼
き
芋
は
、

と
れ
の
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と
で
絶
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発
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中
な
の

で
、
見
か
け
た
際
に
は
是
非
手
に

取
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て
ご
賞
味
い
た
だ
き
た
い
。

　「
自
然
に
は
あ
ら
が
わ
な
い
。

失
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て
も
そ
れ
以
上
に
た
く
さ
ん
作

れ
ば
い
い
だ
け
。」
最
近
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と

な
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て
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る
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作
物
へ
の
鳥
獣
被
害

に
つ
い
て
池
端
さ
ん
に
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い
た
時
の
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葉
で
あ
る
。
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に
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に
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に
、
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な
事
に
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し
続
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る
前
向
き
な
姿
勢
は
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の
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え
方
か
ら
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る
の
だ
と

感
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を
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け
た
。



経
営
企
画
部
門

🆀🆀
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
L
I
N
E
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
の
運
用
が
開
始
さ
れ
、
様
々
な
情

報
が
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
広
報
誌
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
等
を
活
用
し
て
発

信
頻
度
を
高
め
た
り
、
支
店
の
出
入
口
等

に
Q
R
コ
ー
ド
を
貼
る
な
ど
し
て
組
合
員

以
外
の
利
用
者
に
も
広
げ
て
い
く
よ
う
な

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
の
で
す
か
。

（
手
稲
地
区
）

🅰🅰
今
後
は
店
舗
利
用
者
に
も
広
く
周
知

す
る
べ
く
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
な
ど
を

準
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
L
I
N
E
で
は
、
更
新
の
際
に

通
知
が
届
き
ま
す
が
、
通
知
が
多
す
ぎ
る

と
利
用
者
に
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
し
ま
う
現

状
も
あ
り
ま
す
の
で
、
様
々
な
要
素
を
考

🆀🆀
1
統
括
支
店
1
協
同
活
動
や
青
年

部
、
女
性
部
等
の
活
動
が
広
報
誌
で
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
J
A
全
体
で
何
か
取

り
組
み
は
で
き
な
い
も
の
で
す
か
。

（
手
稲
地
区
）

🅰🅰
過
去
に
は
、「
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
フ
ェ

ス
タ
」
と
し
て
全
体
の
取
り
組
み
を
3
年

程
実
施
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
周

辺
の
組
合
員
し
か
集
ま
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
現
在
は
、
統
括
支
店
単
位
で
Ｊ
Ａ

ま
つ
り
や
収
穫
祭
な
ど
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
が
、
環
境
変
化
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

も
受
け
、
各
統
括
支
店
で
の
開
催
も
難
し

く
な
っ
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
ど
の
よ
う
に
組
合
員
の
皆
様
と
一
体

と
な
り
地
域
の
皆
様
と
の
繋
が
り
を
強
化

し
た
活
動
に
取
り
組
め
る
か
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

慮
し
な
が
ら
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

🆀🆀
L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に
つ
い

て
、
誰
を
対
象
に
ど
の
よ
う
に
運
用
し
て

い
く
の
で
す
か
。
広
報
誌
な
ど
も
オ
ン
ラ

イ
ン
化
し
て
い
け
ば
良
い
の
で
は
な
い
で

す
か
。

（
豊
平
・
平
岸
地
区
）

🅰🅰
L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
、

正
組
合
員
、
准
組
合
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
一
般
市
民
の
方
も
含
め
て
農
業
や

Ｊ
Ａ
の
こ
と
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
広
く

情
報
発
信
し
、
最
終
的
に
は
生
産
者
の
応

援
に
つ
な
が
る
よ
う
な
活
用
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

🆀🆀
支
店
統
合
や
経
済
部
の
合
理
化
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
総
括
に
つ
い
て

は
組
合
員
に
説
明
し
な
い
の
で
す
か
。

（
琴
似
地
区
）

🅰🅰
現
在
の
中
期
3
ヵ
年
経
営
計
画
の
中

で
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
令
和
6
年
度

末
に
お
い
て
総
括
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

🆀🆀
青
年
部
・
女
性
部
の
年
齢
制
限
は
無

い
の
で
す
か
。
ま
た
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
活
動
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

（
篠
路
地
区
）

🅰🅰
部
員
の
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
5
類

に
移
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
さ

　
11
月
20
日
（
月
）
か
ら
24
日
（
金
）（
23
日
を
除
く
）
に
か
け
、
合
併
後
の

石
狩
地
区
を
含
む
全
14
地
区
で
地
区
別
懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
各

懇
談
会
に
は
、
常
勤
役
員
お
よ
び
参
事
・
各
室
部
長
が
2
班
に
分
か
れ
て
出

席
し
、
令
和
5
年
度
の
仮
決
算
事
業
報
告
を
行
な
っ
た
後
、
ご
出
席
い
た
だ

い
た
組
合
員
の
皆
さ
ま
よ
り
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
5
年
度
　

第
2
回
地
区
別
懇
談
会
Q
＆
A
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総
務
部
門

🆀🆀
合
併
後
の
正
組
合
員
の
人
数
は
何
名

で
す
か
。

（
石
狩
八
幡
地
区
）

🅰🅰
正
組
合
員
の
数
は
3
、9
0
9
名
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

金
融
部
門

🆀🆀
発
寒
支
店
統
合
前
後
の
貯
金
残
高
の

変
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
影

響
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
ま

す
か
。

（
琴
似
地
区
）

🅰🅰
統
合
前
後
に
は
定
期
貯
金
の
満
期
等

に
よ
り
流
失
等
の
影
響
が
出
ま
し
た
が
、

既
に
回
復
し
て
お
り
、
今
後
は
順
調
に
増

加
す
る
も
の
と
想
定
し
て
お
り
ま
す
。

共
済
部
門

🆀🆀
農
業
者
賠
償
責
任
共
済
は
組
合
員
に

周
知
し
て
い
る
の
で
す
か
。（
篠
路
地
区
）

🅰🅰
広
報
誌
等
で
周
知
し
て
お
り
ま
す
。

相
談
部
門

🆀🆀
相
談
課
の
管
理
受
託
推
進
活
動
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
事
例
も
含
め
て
説
明
願

い
ま
す
。

（
豊
平
地
区
）

🅰🅰
ア
パ
ー
ト
や
テ
ナ
ン
ト
を
所
有
す
る

組
合
員
に
対
し
、
支
店
相
談
課
と
資
産
管

理
課
が
連
携
し
、
自
主
管
理
物
件
の
切
替

推
進
や
外
壁
張
替
の
提
案
な
ど
各
種
の
営

繕
提
案
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

経
済
部
門

🆀🆀
石
狩
地
区
に
2
ヵ
所
あ
る
給
油
所
の

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
の
で
す
か
。

（
中
央
地
区
）

🅰🅰
現
在
の
と
こ
ろ
事
業
収
支
も
黒
字
で

あ
り
、
引
き
続
き
事
業
継
続
し
て
い
く
予

定
で
す
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
老

朽
化
等
も
考
慮
し
、
事
業
継
続
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

🆀🆀
来
年
種
芋
は
供
給
で
き
な
い
と
の
こ

と
で
す
が
、
来
年
以
降
ど
う
な
る
の
で
す

か
。

（
新
琴
似
地
区
）

🅰🅰
9
割
以
上
が
ホ
ク
レ
ン
か
ら
供
給
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
品
種
に
よ
っ
て
は
来

年
分
の
供
給
が
困
難
と
の
報
告
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
全
体
的
に
今
年
の
天
候
の
影

響
を
受
け
て
お
り
、
供
給
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
状
況
で
す
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
は
生
産
者
の
皆
様
に
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

と
ら
ん
ど
や
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
等
で
農

産
物
の
販
売
を
通
し
て
、
札
幌
近
郊
の
農

業
の
P
R
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

🆀🆀
合
併
前
に
ア
ク
セ
ス
サ
ッ
ポ
ロ
に
お

い
て
、
新
農
業
人
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ

Ｊ
Ａ
い
し
か
り
で
は
ブ
ー
ス
を
設
け
て
お

り
ま
し
た
が
、
合
併
後
は
ど
の
よ
う
に
取

り
進
め
て
い
く
の
で
す
か
。

（
石
狩
八
幡
地
区
）

🅰🅰
い
し
か
り
と
さ
っ
ぽ
ろ
で
、
一
緒
に

で
き
る
よ
う
に
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

🆀🆀
合
併
後
の
新
生
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
の
存

在
意
義
を
示
す
た
め
に
、
販
売
高

1
0
0
億
円
を
目
指
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
合
併
効
果
は
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
自
ら
発
信
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

（
石
狩
花
畔
地
区
）

🅰🅰
次
期
中
期
3
ヵ
年
経
営
計
画
に
反
映

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

厚別地区
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🅰🅰
正
組
合
員
の
数
は
3
、9
0
9
名
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

金
融
部
門

🆀🆀
発
寒
支
店
統
合
前
後
の
貯
金
残
高
の

変
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
影

響
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
ま

す
か
。

（
琴
似
地
区
）

🅰🅰
統
合
前
後
に
は
定
期
貯
金
の
満
期
等

に
よ
り
流
失
等
の
影
響
が
出
ま
し
た
が
、

既
に
回
復
し
て
お
り
、
今
後
は
順
調
に
増

加
す
る
も
の
と
想
定
し
て
お
り
ま
す
。

共
済
部
門

🆀🆀
農
業
者
賠
償
責
任
共
済
は
組
合
員
に

周
知
し
て
い
る
の
で
す
か
。（
篠
路
地
区
）

🅰🅰
広
報
誌
等
で
周
知
し
て
お
り
ま
す
。

相
談
部
門

🆀🆀
相
談
課
の
管
理
受
託
推
進
活
動
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
事
例
も
含
め
て
説
明
願

い
ま
す
。

（
豊
平
地
区
）

🅰🅰
ア
パ
ー
ト
や
テ
ナ
ン
ト
を
所
有
す
る

組
合
員
に
対
し
、
支
店
相
談
課
と
資
産
管

理
課
が
連
携
し
、
自
主
管
理
物
件
の
切
替

推
進
や
外
壁
張
替
の
提
案
な
ど
各
種
の
営

繕
提
案
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

経
済
部
門

🆀🆀
石
狩
地
区
に
2
ヵ
所
あ
る
給
油
所
の

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
の
で
す
か
。

（
中
央
地
区
）

🅰🅰
現
在
の
と
こ
ろ
事
業
収
支
も
黒
字
で

あ
り
、
引
き
続
き
事
業
継
続
し
て
い
く
予

定
で
す
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
老

朽
化
等
も
考
慮
し
、
事
業
継
続
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

🆀🆀
来
年
種
芋
は
供
給
で
き
な
い
と
の
こ

と
で
す
が
、
来
年
以
降
ど
う
な
る
の
で
す

か
。

（
新
琴
似
地
区
）

🅰🅰
9
割
以
上
が
ホ
ク
レ
ン
か
ら
供
給
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
品
種
に
よ
っ
て
は
来

年
分
の
供
給
が
困
難
と
の
報
告
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
全
体
的
に
今
年
の
天
候
の
影

響
を
受
け
て
お
り
、
供
給
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
状
況
で
す
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
は
生
産
者
の
皆
様
に
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

と
ら
ん
ど
や
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
等
で
農

産
物
の
販
売
を
通
し
て
、
札
幌
近
郊
の
農

業
の
P
R
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

🆀🆀
合
併
前
に
ア
ク
セ
ス
サ
ッ
ポ
ロ
に
お

い
て
、
新
農
業
人
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ

Ｊ
Ａ
い
し
か
り
で
は
ブ
ー
ス
を
設
け
て
お

り
ま
し
た
が
、
合
併
後
は
ど
の
よ
う
に
取

り
進
め
て
い
く
の
で
す
か
。

（
石
狩
八
幡
地
区
）

🅰🅰
い
し
か
り
と
さ
っ
ぽ
ろ
で
、
一
緒
に

で
き
る
よ
う
に
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

🆀🆀
合
併
後
の
新
生
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
の
存

在
意
義
を
示
す
た
め
に
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し
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🆀🆀
「
と
れ
た
て
っ
こ
西
」
は
今
シ
ー
ズ

ン
ど
の
よ
う
な
形
で
営
業
し
た
の
で
す

か
。

（
手
稲
地
区
）

🅰🅰
「
と
れ
た
て
っ
こ
西
」
は
6
月
に
開

設
し
、
手
稲
・
琴
似
・
西
町
地
区
の
農
産

物
を
中
心
に
販
売
し
、
札
幌
市
内
全
域
の

地
域
農
産
物
の
P
R
、
ま
た
石
狩
産
農
産

物
も
積
極
的
に
販
売
を
実
施
し
ま
し
た
。

次
年
度
に
向
け
て
は
、「
と
れ
の
さ
と
」

と
連
携
し
な
が
ら
運
営
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

🆀🆀
「
と
れ
の
さ
と
」
は
休
日
に
な
る
と

賑
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
今
後
、
施

設
の
規
模
を
拡
大
す
る
計
画
は
あ
り
ま
す

か
。

（
手
稲
地
区
）

🅰🅰
「
と
れ
の
さ
と
」
は
平
成
23
年
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
後
、
何
度
か
施
設

の
拡
張
工
事
を
実
施
し
て
現
在
の
状
態
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
店
舗
を
拡
張

す
る
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、「
と
れ

た
て
っ
こ
」
と
連
携
し
な
が
ら
、
品
揃
え

等
販
売
内
容
を
拡
充
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

が
経
過
し
ま
す
が
、
業
務
が
縦
割
り
に

な
っ
て
お
り
、
横
の
連
携
が
取
れ
て
い
な

い
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
課
に
よ
っ
て
は
業

務
量
が
増
え
て
一
部
の
職
員
に
負
担
が
掛

か
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
何

か
対
策
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

（
北
札
幌
・
厚
別
地
区
）

🅰🅰
当
初
よ
り
合
理
化
の
内
容
を
組
合
員

皆
様
の
希
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
変
更

し
て
き
て
お
り
、
今
後
も
様
々
な
課
題
に

対
し
て
、
協
議
を
重
ね
な
が
ら
改
善
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
と
の
合
併
に

よ
り
、
無
駄
を
省
き
横
の
連
携
を
重
ね
効

率
の
良
い
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

🆀🆀
資
材
等
の
値
上
が
り
時
期
を
Ｊ
Ａ
コ

ネ
ク
ト
等
で
組
合
員
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
情

報
発
信
を
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
北
札
幌
地
区
）

🅰🅰
資
材
の
価
格
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基

本
的
に
価
格
の
改
定
時
期
と
い
う
の
が
決

ま
っ
て
お
り
ま
す
。
営
農
渉
外
担
当
者
を

🆀🆀
今
年
度
の
共
計
玉
葱
の
取
扱
状
況
に

つ
い
て
説
明
願
い
ま
す
。（
北
札
幌
地
区
）

🅰🅰
共
計
玉
葱
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
10

月
末
に
本
倉
入
れ
が
終
了
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
夏
の
天
候
の
影
響
を
受
け
、
昨
年

は
約
22
万
ケ
ー
ス
出
荷
し
た
と
こ
ろ
、
今

年
は
20
万
ケ
ー
ス
を
切
る
予
測
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

🆀🆀
経
済
部
の
合
理
化
が
実
施
さ
れ
1
年

中
心
と
し
た
情
報
発
信
や
S
N
S
等
を

使
っ
た
情
報
発
信
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

🆀🆀
今
夏
の
高
温
に
よ
り
作
物
の
生
育
に

悪
影
響
が
出
た
の
で
、
高
温
に
対
す
る
生

産
技
術
の
指
導
等
、
次
年
度
以
降
ど
の
よ

う
な
対
策
を
検
討
し
て
い
る
の
で
す
か
。

（
豊
平
地
区
）

🅰🅰
石
狩
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
や
種

苗
会
社
と
も
連
携
し
、
本
州
並
み
の
高
温

対
策
を
検
討
し
、
品
種
の
選
定
や
高
温
環

境
に
対
応
で
き
る
種
苗
の
提
案
を
依
頼
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

🆀🆀
生
産
物
の
売
上
に
つ
い
て
、
販
売
伝

票
は
現
在
、
売
上
の
都
度
郵
送
さ
れ
て
き

ま
す
。
E
メ
ー
ル
な
ど
で
販
売
所
毎
に
仕

分
け
し
て
送
付
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
す
か
。

（
豊
平
地
区
）

🅰🅰
今
年
度
か
ら
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
を
活
用

し
、
一
週
間
ご
と
の
出
荷
オ
ー
ダ
ー
等
、

一
部
取
り
組
み
は
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

篠路地区
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後
販
売
課
と
も
連
携
し
て
、
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

🆀🆀
合
併
後
の
販
売
事
業
に
つ
い
て
、
新

た
な
取
り
組
み
な
ど
は
検
討
し
て
い
る
の

で
す
か
。
例
え
ば
金
融
店
舗
で
の
お
米
の

販
売
や
定
期
購
入
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

価
格
が
安
く
な
る
と
か
、
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
る
等
の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
平
岸
地
区
）

行
な
い
野
良
ば
え
の
発
生
防
止
を
含
め
除

草
剤
の
散
布
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

更
に
対
策
に
つ
い
て
は
、
ホ
ク
レ
ン
と
も

相
談
し
、
先
進
事
例
を
参
考
に
同
様
の
事

案
が
起
き
な
い
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

🆀🆀
小
麦
の
異
品
種
混
入
に
つ
い
て
、
生

産
者
へ
の
対
応
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。

ま
た
生
産
者
の
農
業
所
得
が
下
が
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
か
。

（
新
琴
似
地
区
）

🅰🅰
小
麦
の
精
算
は
「
品
代
」
と
「
交
付

金
」
か
ら
な
っ
て
お
り
、
国
の
交
付
金
は

品
種
が
混
ざ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
通
常
の

A
ラ
ン
ク
か
ら
D
ラ
ン
ク
へ
と
下
が
り
単

価
は
安
く
な
り
ま
す
。「
品
代
」
に
つ
い

て
は
、
現
在
ホ
ク
レ
ン
が
製
粉
会
社
と
折

衝
し
て
い
ま
す
が
、
未
だ
具
体
的
な
単
価

の
確
定
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
生
産
者
の
農
業
所
得
は
下
が
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
品
代
と
交
付
金

合
わ
せ
た
そ
の
差
額
を
Ｊ
Ａ
で
負
担
す
る

予
定
で
お
り
ま
す
。

🅰🅰
現
在
、
石
狩
産
の
お
米
販
売
に
つ
い

て
は
、
職
員
向
け
の
取
り
ま
と
め
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
に
つ
い
て
は

組
合
員
へ
の
販
売
、
札
幌
市
民
へ
の
販
売

な
ど
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

い
し
か
り
関
係

（
小
麦
異
品
種
混
入
）

🆀🆀
小
麦
の
異
品
種
混
入
に
つ
い
て
、
混

麦
が
発
生
し
た
経
緯
及
び
今
後
の
対
策
等

に
つ
い
て
教
え
て
欲
し
い
。

（
南
・
平
岸
・
琴
似
・
新
琴
似
・
石
狩
八
幡

地
区
）

🅰🅰
今
回
の
品
種
で
あ
る
「
北
見
95
号
」

と
明
ら
か
に
異
な
る
品
種
が
散
見
さ
れ
る

と
の
報
告
か
ら
D
N
A
検
査
を
し
た
結

果
、
異
品
種
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。
主
な
要
因
と
し
ま
し
て

は
、
米
麦
乾
燥
調
製
施
設
で
の
品
種
切
り

替
え
時
に
お
け
る
清
掃
が
不
十
分
で
あ
っ

た
こ
と
と
、
一
部
品
種
切
り
替
え
圃
場
で

の
可
能
性
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
生

産
者
に
は
従
来
品
種
で
あ
る
「
き
た
ほ
な

み
」
へ
の
全
面
切
替
を
お
願
い
し
て
お

り
、
そ
の
際
に
、
除
草
剤
の
現
物
支
給
を

🆀🆀
異
品
種
の
種
子
と
混
麦
し
た
「
北
見

95
号
」
の
種
子
は
、
全
道
各
地
に
広
が
っ

て
い
る
の
で
す
か
。

（
新
琴
似
地
区
）

🅰🅰
当
初
は
全
道
で
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
の
み

で
「
北
見
95
号
」
を
生
産
し
、
ホ
ク
レ
ン

に
出
荷
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ホ

ク
レ
ン
を
通
じ
「
北
見
95
号
」
の
種
子
を

出
荷
し
て
欲
し
い
と
の
依
頼
に
よ
り
、
全

道
で
4
カ
所
ほ
ど
に
出
荷
し
て
お
り
ま

す
。
全
道
各
地
に
出
荷
し
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

手稲地区

清田地区
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後
販
売
課
と
も
連
携
し
て
、
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

🆀🆀
合
併
後
の
販
売
事
業
に
つ
い
て
、
新

た
な
取
り
組
み
な
ど
は
検
討
し
て
い
る
の

で
す
か
。
例
え
ば
金
融
店
舗
で
の
お
米
の

販
売
や
定
期
購
入
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

価
格
が
安
く
な
る
と
か
、
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
る
等
の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
平
岸
地
区
）

行
な
い
野
良
ば
え
の
発
生
防
止
を
含
め
除

草
剤
の
散
布
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

更
に
対
策
に
つ
い
て
は
、
ホ
ク
レ
ン
と
も

相
談
し
、
先
進
事
例
を
参
考
に
同
様
の
事

案
が
起
き
な
い
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

🆀🆀
小
麦
の
異
品
種
混
入
に
つ
い
て
、
生

産
者
へ
の
対
応
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。

ま
た
生
産
者
の
農
業
所
得
が
下
が
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
か
。

（
新
琴
似
地
区
）

🅰🅰
小
麦
の
精
算
は
「
品
代
」
と
「
交
付

金
」
か
ら
な
っ
て
お
り
、
国
の
交
付
金
は

品
種
が
混
ざ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
通
常
の

A
ラ
ン
ク
か
ら
D
ラ
ン
ク
へ
と
下
が
り
単

価
は
安
く
な
り
ま
す
。「
品
代
」
に
つ
い

て
は
、
現
在
ホ
ク
レ
ン
が
製
粉
会
社
と
折

衝
し
て
い
ま
す
が
、
未
だ
具
体
的
な
単
価

の
確
定
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
生
産
者
の
農
業
所
得
は
下
が
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
品
代
と
交
付
金

合
わ
せ
た
そ
の
差
額
を
Ｊ
Ａ
で
負
担
す
る

予
定
で
お
り
ま
す
。

🅰🅰
現
在
、
石
狩
産
の
お
米
販
売
に
つ
い

て
は
、
職
員
向
け
の
取
り
ま
と
め
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
に
つ
い
て
は

組
合
員
へ
の
販
売
、
札
幌
市
民
へ
の
販
売

な
ど
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

い
し
か
り
関
係�

（
小
麦
異
品
種
混
入
）

🆀🆀
小
麦
の
異
品
種
混
入
に
つ
い
て
、
混

麦
が
発
生
し
た
経
緯
及
び
今
後
の
対
策
等

に
つ
い
て
教
え
て
欲
し
い
。

（
南
・
平
岸
・
琴
似
・
新
琴
似
・
石
狩
八
幡

地
区
）

🅰🅰
今
回
の
品
種
で
あ
る
「
北
見
95
号
」

と
明
ら
か
に
異
な
る
品
種
が
散
見
さ
れ
る

と
の
報
告
か
ら
D
N
A
検
査
を
し
た
結

果
、
異
品
種
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。
主
な
要
因
と
し
ま
し
て

は
、
米
麦
乾
燥
調
製
施
設
で
の
品
種
切
り

替
え
時
に
お
け
る
清
掃
が
不
十
分
で
あ
っ

た
こ
と
と
、
一
部
品
種
切
り
替
え
圃
場
で

の
可
能
性
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
生

産
者
に
は
従
来
品
種
で
あ
る
「
き
た
ほ
な

み
」
へ
の
全
面
切
替
を
お
願
い
し
て
お

り
、
そ
の
際
に
、
除
草
剤
の
現
物
支
給
を

🆀🆀
異
品
種
の
種
子
と
混
麦
し
た
「
北
見

95
号
」
の
種
子
は
、
全
道
各
地
に
広
が
っ

て
い
る
の
で
す
か
。

（
新
琴
似
地
区
）

🅰🅰
当
初
は
全
道
で
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
の
み

で
「
北
見
95
号
」
を
生
産
し
、
ホ
ク
レ
ン

に
出
荷
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ホ

ク
レ
ン
を
通
じ
「
北
見
95
号
」
の
種
子
を

出
荷
し
て
欲
し
い
と
の
依
頼
に
よ
り
、
全

道
で
4
カ
所
ほ
ど
に
出
荷
し
て
お
り
ま

す
。
全
道
各
地
に
出
荷
し
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

手稲地区

清田地区
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🆀🆀
「
北
見
95
号
」
の
作
付
け
は
今
後
し

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、「
北
見
95
号
」

は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。（
新
琴
似
地
区
）

🅰🅰
「
北
見
95
号
」
は
製
粉
会
社
待
望
の

菓
子
専
用
の
小
麦
で
あ
り
、
菓
子
業
界
か

ら
注
目
さ
れ
て
い
る
品
種
で
す
。
ユ
ー

ザ
ー
の
方
々
か
ら
「
北
見
95
号
」
が
無
く

な
る
の
は
困
る
と
い
っ
た
声
が
あ
り
、
ホ

ク
レ
ン
か
ら
は
他
の
産
地
で
継
続
し
て

「
北
見
95
号
」
を
作
付
け
し
て
い
く
方
針

で
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。

🆀🆀
小
麦
の
種
子
栽
培
を
や
め
る
と
い
っ

た
考
え
は
あ
る
の
で
す
か
。（
豊
平
地
区
）

🅰🅰
今
回
の
事
案
発
生
を
受
け
、
次
年
度

以
降
当
面
の
間
、
種
子
の
作
付
け
を
し
な

い
こ
と
を
種
子
栽
培
の
生
産
者
へ
説
明
し

て
理
解
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

🆀🆀
小
麦
の
異
品
種
混
入
に
係
る
責
任

は
、
種
子
の
供
給
元
の
責
任
を
問
わ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
か
。

（
南
地
区
）

🅰🅰
合
併
時
時
点
で
は
２
0
、0
0
0
千

円
の
残
高
で
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
に
引
き
継
い

で
お
り
ま
す
。
積
み
増
し
に
つ
い
て
は
、

決
算
状
況
に
よ
り
判
断
し
て
ま
い
り
ま
す
。

🆀🆀
米
麦
乾
燥
調
製
施
設
は
、
米
も
麦
も

両
方
受
け
入
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

（
平
岸
地
区
）

🅰🅰
米
と
麦
、
両
方
受
け
入
れ
て
お
り
、

麦
は
概
ね
7
月
中
旬
か
ら
8
月
末
ま
で
、

米
に
つ
い
て
は
、
9
月
中
旬
か
ら
10
月
末

ま
で
受
け
入
れ
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

🆀🆀
米
麦
乾
燥
調
製
施
設
は
、
竣
工
後
何

年
経
過
し
て
い
る
の
で
す
か
。（

平
岸
地
区
）

🅰🅰
平
成
2
年
竣
工
の
建
物
で
す
。
米
麦

乾
燥
調
製
施
設
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
増

設
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
生
産
者

に
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
っ
た
部
分

の
改
善
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

🅰🅰
そ
の
よ
う
な
責
任
に
な
る
と
思
い
ま

す
。🆀🆀

小
麦
の
異
品
種
混
入
に
つ
い
て
、
そ

の
損
失
に
対
す
る
処
理
と
し
て
、
目
的
積

立
金
の
取
り
崩
し
と
あ
り
ま
す
が
、
積
立

金
の
額
は
現
在
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
で
す

か
。
ま
た
今
後
こ
の
件
で
何
か
あ
っ
た
場

合
は
、
積
立
金
を
取
り
崩
す
と
い
う
こ
と

で
す
か
。

（
白
石
地
区
）

🅰🅰
目
的
積
立
金
と
し
て
『
食
の
安
全
安

心
積
立
金
』
が
５
５
、0
0
0
千
円
積
み

立
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
３
５
、0
0
0

千
円
を
取
り
崩
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
同

様
な
事
案
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
取
り

崩
す
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

🆀🆀
小
麦
の
異
品
種
混
入
に
関
し
、
目
的

積
立
金
を
３
５
、0
0
0
千
円
取
り
崩
す

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
積
み
立
て

て
い
く
の
で
す
か
。
ま
た
ど
の
よ
う
に
積

み
立
て
て
い
く
の
で
す
か
。

（
石
狩
八
幡
地
区
）

い
し
か
り
関
係

（
ベ
ジ
タ
ブ
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

違
法
建
築
物
）

🆀🆀
建
築
基
準
法
違
反
の
事
実
に
つ
い

て
、
な
ぜ
合
併
協
議
中
に
話
が
出
て
こ
な

い
の
で
す
か
。
ま
た
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
は
、

い
つ
こ
の
事
実
を
知
っ
た
の
で
す
か
。
合

併
契
約
調
印
式
の
時
点
で
は
把
握
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
す
か
。

（
新
琴
似
・
北
札
幌
・
豊
平
地
区
） 石狩八幡地区
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🅰🅰
当
初
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
側
で
解
決
を

図
っ
て
い
く
考
え
が
前
提
に
あ
っ
た
た

め
、
報
告
が
な
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
実

際
に
報
告
を
受
け
た
の
は
、
合
併
契
約
調

印
式
後
の
令
和
5
年
9
月
初
旬
で
あ
り
ま

し
た
。

🆀🆀
ベ
ジ
タ
ブ
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
C
棟

移
設
時
に
、
し
か
る
べ
き
手
続
き
を
取
っ

て
い
な
か
っ
た
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内

容
を
説
明
し
て
欲
し
い
。

（
手
稲
・
北
札
幌
地
区
）

🅰🅰
平
成
24
年
の
移
築
当
時
は
、
建
築
確

認
申
請
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
な

く
、
行
政
へ
の
建
築
確
認
申
請
を
し
て
お

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
成
28
年
に
予
冷
庫

の
拡
充
を
検
討
し
た
際
に
、
石
狩
振
興
局

か
ら
ベ
ジ
タ
ブ
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
施
設
内

に
無
許
可
の
建
物
が
あ
る
と
の
指
摘
を
受

け
、
是
正
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
お
り

ま
し
た
。
工
事
費
用
等
は
旧
Ｊ
Ａ
い
し
か

り
で
負
担
を
し
、
新
生
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
に

負
担
が
無
い
形
で
合
併
し
て
お
り
ま
す
。

る
と
い
う
予
定
で
し
た
が
、
昨
今
の
建
築

資
材
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
新
し
い
建
物

の
建
築
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後

も
石
狩
振
興
局
の
指
導
の
下
、
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
早
期
解
決

を
目
指
し
協
議
を
重
ね
な
が
ら
取
り
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
是
正
工
事
に
つ
い
て
は
、
令
和
5
年
12

月
末
ま
で
に
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

🆀🆀
法
令
違
反
に
対
す
る
責
任
問
題
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
す
か
。

（
北
札
幌
地
区
）

🅰🅰
役
員
等
の
責
任
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
形
で
果
た
す
べ
き
な
の
か
、
理
事
会

等
に
お
い
て
十
分
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

🆀🆀
違
法
建
築
物
に
関
し
、
今
後
Ｊ
Ａ

さ
っ
ぽ
ろ
と
し
て
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
選
果
施

設
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
新

設
す
る
考
え
は
あ
る
の
で
す
か
。

（
琴
似
地
区
）

🆀🆀
建
築
基
準
法
に
違
反
し
た
場
合
、
是

正
期
間
は
決
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
す

か
。
ま
た
法
令
違
反
が
判
明
し
て
い
る
の

に
、
補
助
金
の
申
請
を
検
討
し
て
い
る
と

い
う
の
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
辺
り

の
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。（

北
札
幌
地
区
）

🅰🅰
是
正
期
間
に
つ
い
て
は
、
石
狩
振
興

局
と
再
三
に
亘
り
協
議
を
重
ね
て
お
り
、

今
後
新
た
に
建
物
を
建
築
す
る
際
に
合
わ

せ
て
違
法
建
築
物
の
是
正
措
置
を
実
施
す

🅰🅰
石
狩
地
区
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
生
産
者
に

と
っ
て
選
果
施
設
は
必
要
で
あ
り
、
国
の

補
助
金
や
収
支
の
面
か
ら
も
十
分
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

🆀🆀
違
法
建
築
物
問
題
は
、
な
ぜ
合
併
前

に
解
決
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
か
。
ま
た

当
時
の
役
員
は
な
ぜ
責
任
を
取
ら
な
か
っ

た
の
で
す
か
。（
篠
路
・
石
狩
八
幡
地
区
）

🅰🅰
決
し
て
解
決
し
て
こ
な
か
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
石
狩
振
興
局
と
協
議
を
重
ね

是
正
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
建
築

資
材
価
格
の
高
騰
等
に
よ
り
建
て
替
え
を

見
送
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
合
併
前
か

ら
解
決
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ

ろ
で
す
。
役
員
に
対
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

聞
き
取
り
等
を
行
な
い
協
議
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
質
問
や
、
過
去
同

様
の
ご
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
割
愛
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

平岸地区
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🅰🅰
当
初
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
側
で
解
決
を

図
っ
て
い
く
考
え
が
前
提
に
あ
っ
た
た

め
、
報
告
が
な
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
実

際
に
報
告
を
受
け
た
の
は
、
合
併
契
約
調

印
式
後
の
令
和
5
年
9
月
初
旬
で
あ
り
ま

し
た
。

🆀🆀
ベ
ジ
タ
ブ
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
C
棟

移
設
時
に
、
し
か
る
べ
き
手
続
き
を
取
っ

て
い
な
か
っ
た
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内

容
を
説
明
し
て
欲
し
い
。

（
手
稲
・
北
札
幌
地
区
）

🅰🅰
平
成
24
年
の
移
築
当
時
は
、
建
築
確

認
申
請
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
な

く
、
行
政
へ
の
建
築
確
認
申
請
を
し
て
お

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
成
28
年
に
予
冷
庫

の
拡
充
を
検
討
し
た
際
に
、
石
狩
振
興
局

か
ら
ベ
ジ
タ
ブ
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
施
設
内

に
無
許
可
の
建
物
が
あ
る
と
の
指
摘
を
受

け
、
是
正
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
お
り

ま
し
た
。
工
事
費
用
等
は
旧
Ｊ
Ａ
い
し
か

り
で
負
担
を
し
、
新
生
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
に

負
担
が
無
い
形
で
合
併
し
て
お
り
ま
す
。

る
と
い
う
予
定
で
し
た
が
、
昨
今
の
建
築

資
材
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
新
し
い
建
物

の
建
築
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
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も
石
狩
振
興
局
の
指
導
の
下
、
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
早
期
解
決

を
目
指
し
協
議
を
重
ね
な
が
ら
取
り
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
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※
是
正
工
事
に
つ
い
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令
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5
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末
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一
年
の
う
ち
で
特
に
省
エ
ネ
が
気
に
な
る
冬
。

最
近
の
物
価
高
の
影
響
も
あ
り
、「
エ
ア
コ
ン
な
ど

の
暖
房
機
器
の
使
用
を
減
ら
せ
な
い
か
し
ら
？
」

と
お
悩
み
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

毎
日
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
「
衣
」「
食
」「
住
」

の
中
で
手
軽
に
実
行
で
き
、
光
熱
費
の
節
約
に
も

な
る
「
お
う
ち
温
活
」
の
こ
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

イ
ラ
ス
ト
：
出
口
由
加
子

参
考
文
献
／
環
境
省CO

O
L�CH

O
ICE�「W

ARM
BIZ

」�

（https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/w
arm
biz/

）

「
衣
」「
食
」「
住
」
に
ひ
と
工
夫

お
う
ち
温
活
で

こ
の
冬
を
省
エ
ネ
・
快
適
に
！

首、手首、足首の
3つの首を温める

首、手首、足首にはそれぞれ太い動脈
が通っているため、そこを重点的に温
めると体全体が温まります。マフラー、
手袋（ロング丈）、レッグウオーマーな
どを使ってこの3カ所を温めましょう。

衣衣
で温活で温活

食食
で温活で温活

機能性素材は
温活の必須アイテム

薄く、軽く、暖かい機能性素材（吸湿
発熱素材）を用いた肌着や靴下は、
温活の必須アイテム。体が発する水蒸
気を熱に換える技術が凝縮されてい
ます。着膨れしないので、おしゃれな
着こなしができるのも魅力です。

まさに着る暖房！！
電熱ウエアに注目

最近注目されているのが、ヒーター
を内蔵した電熱ウエア。もともとは
屋外用でしたが、室内で使う人も
増えています。スイッチ1つでぬく
ぬく！エアコンなどの暖房機器の使
用を減らせるため、光熱費の削減
にもつながるでしょう。

鍋料理で室内を暖めて
暖房機器の使用を削減
家族で囲む熱々の鍋料理は、こん
ろの熱で室内全体が暖まる他、鍋
からの湯気による加湿効果で体感
温度も上がります。そのため食事中
は暖房機器を使わなくても寒さを感
じにくくなります。

スパイスを多用し
体の中からポカポカ

寒い季節に意識して取りたいのが
唐辛子、サンショウ、シナモン、
ショウガなど体を温めるスパイス
類。スープにショウガ、紅茶にシ
ナモンなどを毎日の食事に取り入
れると、冷えにくい体質になって
いくといわれています。

冬が旬の根菜類など
体を温める食材を

冬に旬を迎えるダイコン、カブ、ゴ
ボウ、ニンジン、レンコンなどの根
菜類は血行を良くし、代謝をアップ
させる「内側から体を温める野菜」
です。温活はもちろん、健康維持
のためにも日々の食卓に取り入れま
しょう。
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家族一緒に過ごす
ウォームシェア

家族がそれぞれ自室でエアコンを使うと
暖房費が高くなります。できるだけ皆が
一緒にリビングで過ごし、暖房機器を
共有するウォームシェアを始めません
か。暖房費の節約になるだけでなく、
家族のコミュニケーションも深まります。

湯たんぽ、
毛足の長いスリッパなどを活用

暖房機器になるべく頼らないようにするには、湯たんぽ
や毛足の長いスリッパなど「道具」「小物」の活用もポイ
ント。湯たんぽは熱湯の入れ替えなどの手間がかかるの
で、蓄熱タイプもお薦めです。

熱が逃げやすい
「窓」を断熱化

冬場は、室内で暖まった熱の約半分は
窓から失われます。そこで、厚手のカー
テンや断熱シートなどを取り付けて熱を
逃がさない工夫をしましょう。窓を断熱
すれば、室内の体感温度は大きく変わ
ります。

エアコン使用時は扇風機を併用
お風呂を沸かすと最初は上の方が温かいように、
部屋の暖かい空気も上にたまります。エアコン使
用時は扇風機を併用し、天井に風を送ると、天井
付近の暖かい空気が降りてきて室内の温度が均一
になり、部屋が効率良く暖まります。

半身浴は温まる上、
省エネ効果も

38～39 度のぬるめのお湯に半身だ
けつかる「半身浴」でも体を芯から
温めることができます。給湯温度を
低めに設定でき、湯量も少なくて
済むため、省エネにもなります。

ゆず湯、しょうが湯で
温め効果アップ

ユズの皮やスライスしたショウガを
布袋に詰めてお風呂に入れると、
これらの成分が皮膚を刺激し、血
行を良くしてくれるため入浴後も体
がポカポカします。

風呂上がりは
1枚多く羽織る

風呂上がりはパジャマの上にもう
1枚羽織ると、湯冷めしにくくなり
ます。体の熱が逃げやすい首に
タオルをかけるだけでも暖かく過
ごせます。

住住
で温活で温活

温活効果を高める入浴タイムを大切にお役立ちお役立ち
コラムコラム
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11
月
20
日
（
月
）、
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
青

年
部
（
大
畑
一
郎
部
長
）
で
は
、
部
員
・

部
員
家
族
、
役
職
員
の
計
69
名
が
集
ま
り

札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
講
演
会
前
に
用
意
さ
れ
た
軽
食
は
、
札

幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
伊
藤
総
料
理
長
に
考

案
い
た
だ
い
た
地
元
の
食
材
を
使
用
し
た

特
別
メ
ニ
ュ
ー
。
部
員
の
皆
さ
ん
は
仲
間

た
ち
が
育
て
た
農
畜
産
物
を
引
き
立
た
せ

る
一
流
の
調
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
感

慨
深
げ
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
4
年
ぶ
り
と
な
る
講
演
会
で
は
、
昨
年

の
10
月
1
日
の
合
併
に
伴
い
、
い
し
か
り

青
年
部
に
も
参
加
い
た
だ
き
約
2
時
間
半

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
満
喫
。

　
今
回
は
、
T
E
A
M
N
A
C
S
の
リ
ー

ダ
ー
で
、
あ
ぐ
り
王
国
北
海
道
N
E
X
T

で
も
お
な
じ
み
の
森
崎
博
之
さ
ん
を
講
師

に
お
招
き
し
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
生
き
る
こ
と
は
食
べ
る
こ
と
」
を

テ
ー
マ
に
、
森
崎
さ
ん
が
道
内
各
地
を
巡

る
中
で
感
じ
た
こ
と
や
、
自
然
の
恵
み
に

感
謝
し
て
食
べ
る
こ
と
の
大
事
さ
な
ど
約

1
時
間
に
わ
た
り
お
話
い
た
だ
き
、
参
加

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
講
演
会
終
了
後
は
、
お
楽
し
み
抽
選
会

を
開
催
し
、
青
年
部
賞
・
組
合
長
賞
・

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
賞
の
ほ
か
、
い
し
か
り
青

年
部
よ
り
「
石
狩
産
新
米
10
㎏
」
を
提
供

い
た
だ
く
な
ど
計
12
本
を
用
意
。

　
各
支
部
長
が
抽
選
す
る
度
に
会
場
か
ら

は
歓
声
が
あ
が
る
な
ど
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
大
畑
一
郎
部
長
は
「
4
年
ぶ
り
と
な
る

講
演
会
を
、
部
員
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ

り
、
森
崎
博
之
さ
ん
、
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
さ
ん
な
ど
多
く
の
方
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
開
催
で
き
た
こ
と
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
今
後
は
、
い
し
か
り
青
年
部
の

皆
さ
ん
と
も
力
を
合
わ
せ
て
札
幌
近
郊
の

農
業
を
さ
ら
に
P
R
し
な
が
ら
、
青
年
部

活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

森
崎
博
之
さ
ん
を
お
招
き
し
、

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
青
年
部

「
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

食や農の大事さを伝えてくださった森崎博之さん

ＪＡさっぽろ青年部
大畑一郎部長

これまでに撮影した写真を生かして 5 分程の動画を制作し上映。青年部
員としての使命や誇りを、一人ひとりが改めて感じ、会場は熱い空気に
包まれました

お楽しみ抽選会の様子。青年部賞は青
年部ロゴが入ったオリジナルマウンテ
ンパーカー！当選者は大喜びでした

「いくらでも食べ
らさる」と絶賛の

『 札 幌 伝 統 野 菜　
札幌黄玉葱と古川
ポークロース肉を
使用したキーマカ
レー』と『北海道
小林牧場物語さわ
やか牛乳を使用し
たミルクプリン』

組
合
員

組
合
員
さ
ん
の

さ
ん
の

活
動
活
動
をを
紹
介
紹
介
し
ま
す

し
ま
す
！！
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●●組合員組合員さんのさんの活動活動をを紹介紹介しますします！！

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
青
年
部
（
大
畑
一
郎
部
長
）

で
は
、
12
月
1
日
（
金
）
青
年
部
員
、
支
部
事

務
局
を
含
め
た
56
名
が
参
加
し
、
G
i
G
O

B
O
W
L
ノ
ル
ベ
サ
に
て
支
部
対
抗
親
睦
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
部
参
与
の
平
賀
農つ

と
むさ

ん
に
始
球
式
を
務
め

て
も
ら
い
、
ゲ
ー
ム
開
始
の
合
図
と
共
に
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
。

連
続
ス
ト
ラ
イ
ク
な
ど
で
ハ
イ
ス
コ
ア
を
出

す
部
員
、
久
し
ぶ
り
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
悪
戦
苦

闘
す
る
部
員
と
様
々
で
し
た
が
ス
ト
ラ
イ
ク
や

ス
ペ
ア
が
決
ま
る
と
、
部
員
同
士
ハ
イ
タ
ッ
チ

や
拍
手
で
た
た
え
合
う
、
白
熱
し
た
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

2
ゲ
ー
ム
の
平
均
ス
コ
ア
で
競
っ
た
結
果
、

2
位
の
厚
別
支
部
と
2
・
92
点
差
の
接
戦
を
制

し
て
、
北
札
幌
支
部
が
135
・
67
点
で
優
勝
。
個

人
賞
で
は
、
同
じ
く
北
札
幌
支
部
の
坂
東
拓
也

さ
ん
が
4
連
続
ス
ト
ラ
イ
ク
な
ど
の
活
躍
で
優

勝
し
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
終
了
後
は
、
サ
ッ
ポ
ロ
ノ

ル
ベ
サ
ビ
ー
ル
園
に
会
場
を
移
し
表
彰
式
を
兼

ね
た
忘
年
会
を
開
催
し
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
食

べ
な
が
ら
談
笑
し
ま
し
た
。

厚
母
副
部
長
は
「
4
年
ぶ
り
に
部
員
の
皆
さ

ん
が
ボ
ウ
リ
ン
グ
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
青
年

部
活
動
が
戻
っ
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。
今
後
も

支
部
の
垣
根
を
越
え
た
部
員
同
士
の
親
交
を
深

め
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

団
体
優
勝
は
4
年
ぶ
り
に
北
札
幌
支
部
！

ス
ト
ラ
イ
ク
目
指
し
て
一
球
入
魂
、

支
部
対
抗
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ビール園での忘年会は大盛り上がり

200 点超えで
ハイゲーム賞を獲得した
厚別支部　太田聡さん

開催の合図と共に各支部一斉にスタート

団体優勝の北札幌支部のみなさん、おめでとうございます

ピンのはじけ飛ぶ音と歓声が飛び交う中ハイタッチ
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●●組合員組合員さんのさんの活動活動をを紹介紹介しますします！！

　
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
青
年
部
（
大
畑
一
郎
部
長
）

で
は
、
12
月
1
日
（
金
）
青
年
部
員
、
支
部
事

務
局
を
含
め
た
56
名
が
参
加
し
、
G
i
G
O

B
O
W
L
ノ
ル
ベ
サ
に
て
支
部
対
抗
親
睦
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
部
参
与
の
平
賀
農つ

と
むさ

ん
に
始
球
式
を
務
め

て
も
ら
い
、
ゲ
ー
ム
開
始
の
合
図
と
共
に
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
。

　
連
続
ス
ト
ラ
イ
ク
な
ど
で
ハ
イ
ス
コ
ア
を
出

す
部
員
、
久
し
ぶ
り
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
悪
戦
苦

闘
す
る
部
員
と
様
々
で
し
た
が
ス
ト
ラ
イ
ク
や

ス
ペ
ア
が
決
ま
る
と
、
部
員
同
士
ハ
イ
タ
ッ
チ

や
拍
手
で
た
た
え
合
う
、
白
熱
し
た
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

2
ゲ
ー
ム
の
平
均
ス
コ
ア
で
競
っ
た
結
果
、

2
位
の
厚
別
支
部
と
2
・
92
点
差
の
接
戦
を
制

し
て
、
北
札
幌
支
部
が
135
・
67
点
で
優
勝
。
個

人
賞
で
は
、
同
じ
く
北
札
幌
支
部
の
坂
東
拓
也

さ
ん
が
4
連
続
ス
ト
ラ
イ
ク
な
ど
の
活
躍
で
優

勝
し
ま
し
た
。

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
終
了
後
は
、
サ
ッ
ポ
ロ
ノ

ル
ベ
サ
ビ
ー
ル
園
に
会
場
を
移
し
表
彰
式
を
兼

ね
た
忘
年
会
を
開
催
し
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
食

べ
な
が
ら
談
笑
し
ま
し
た
。

　
厚
母
副
部
長
は
「
4
年
ぶ
り
に
部
員
の
皆
さ

ん
が
ボ
ウ
リ
ン
グ
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
青
年

部
活
動
が
戻
っ
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。
今
後
も

支
部
の
垣
根
を
越
え
た
部
員
同
士
の
親
交
を
深

め
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

団
体
優
勝
は
4
年
ぶ
り
に
北
札
幌
支
部
！

ス
ト
ラ
イ
ク
目
指
し
て
一
球
入
魂
、

支
部
対
抗
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ビール園での忘年会は大盛り上がり

200 点超えで
ハイゲーム賞を獲得した
厚別支部　太田聡さん

開催の合図と共に各支部一斉にスタート

団体優勝の北札幌支部のみなさん、おめでとうございます

ピンのはじけ飛ぶ音と歓声が飛び交う中ハイタッチ
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12
月
15
日
（
金
）
に
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
女
性
部
（
菅
原
利
恵
部

長
）
で
は
、
市
立
札
幌
み
な
み
の
杜
高
等
支
援
学
校
と
連
携
し
、

今
年
度
2
回
目
と
な
る
漬
物
講
座
を
同
校
の
カ
フ
ェ
厨
房
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
座
で
は
「
白
菜
」
を
テ
ー
マ
に
醤
油
・
酢
を
ベ
ー
ス

に
し
た
「
白
菜
の
う
ま
味
漬
け
」
と
カ
レ
ー
粉
や
レ
ー
ズ
ン
が
は

い
っ
た
サ
ラ
ダ
感
覚
の
漬
物
の
2
種
類
の
作
り
方
を
伝
え
ま
し
た
。

　
調
理
終
了
後
に
は
、
荒
井
支
部
長
（
南
支
部
）・
丹
羽
恵
子
さ

ん
（
篠
路
支
部
）
手
作
り
の
白
菜
の
う
ま
味
漬
け
を
は
じ
め
と
し

た
計
11
種
類
の
漬
物
と
石
狩
産
の
新
米
を
全
員
で
試
食
。

　
同
校
の
生
徒
か
ら
は
「
ニ
シ
ン
漬
け
が
と
て
も
大
好
き
で

す
」、「
メ
ロ
ン
漬
け
初
め
て
食
べ
た
け
ど
美
味
し
か
っ
た
」
な
ど

大
好
評
。

　
当
日
、
講
師
を
担
当
し
た
同
女
性
部
菅
原
部
長
は
「
孫
の
世
代

で
も
あ
る
生
徒
さ
ん
と
漬
物
を
通
じ
て
交
流
で
き
る
こ
と
は
私
た

ち
に
と
っ
て
も
刺
激
に
な
り
ま
す
。
食
に
携
わ
る
Ｊ
Ａ
の
女
性
部

と
し
て
、
保
存
食
の
面
で
も
注
目
さ
れ
る
漬
物
を
継
承
し
な
が
ら

フ
ー
ド
ロ
ス
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
座
で
伝
え
た
2
種
類
の
漬
物
は
、
今
後
生
徒
が
ア
レ

ン
ジ
し
、
同
校
が
運
営
す
る
杜
c
a
f
e
で
提
供
さ
れ
る
予
定
で

す
。

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
女
性
部
×
み
な
み
の
杜
高
等
支
援
学
校

「
白
菜
」
を
テ
ー
マ
に

漬
物
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

白菜の切り方等を丁寧に指導する部員の皆さん女性部員が手作りした 11 種類の漬物等を試食する前に記念
撮影！色とりどりの漬物に生徒の皆さんは興味津々でした

SDG4
質の高い教育
をみんなに

SDG17
パートナーシップで
目標を達成しよう

SDG12
つくる責任
つかう責任

白菜のうま味漬け
①  白菜は葉と芯の部分に切り分け、よく洗って水気を

拭き食べやすい大きさに切る。
② 密閉袋に①の白菜と塩を入れてもむ。
③  ②の密閉袋に a の調味料等を入れ、なるべく空気

を抜いて口をしっかりと閉じる。
④  6～7 時間程度そのまま冷蔵庫

で漬ける。
⑤  水気をしぼって、器に盛ったら

出来上がり。

【材料 2 人分】
白菜 … 3 枚
塩 … 適量
　 酢 … 大さじ 3
　 醤油 … 大さじ 1　1/2
a　砂糖 … 大さじ 1
　 しょうが（せん切り） … 1 片分
　 昆布 … 3㎝角 1 枚

レシピ
を

伝授

JA SAPPORO NIJI-NO TAIJYU  2024-02 14

●●組合員組合員さんのさんの活動活動をを紹介紹介しますします！！

12
月
19
日
（
火
）
に
Ｊ
Ａ
石
狩
地
区
女
性
協
議
会

設
立
70
周
年
記
念
式
典
・
令
和
5
年
度
Ｊ
Ａ
石
狩
地

区
女
性
部
研
修
会
が
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
エ
ー
デ
ル
ホ

フ
札
幌
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
よ
り
伊
藤
佐
智
子
さ

ん
、
菅
原
利
恵
さ
ん
が
功
労
者
表
彰
を
受
賞
。

両
名
は
、
石
狩
地
区
女
性
協
議
会
に
お
い
て
設
立

60
周
年
か
ら
10
年
の
間
に
会
長
・
副
会
長
を
歴
任
さ

れ
、
石
狩
地
区
女
性
組
織
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
が
称
え
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

伊
藤
佐
智
子
さ
ん
は
「
こ
の
度
の
受
賞
は
、
女
性

部
員
並
び
に
周
囲
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ

そ
。
今
後
も
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
地
域
貢
献
や
若
い

世
代
と
の
輪
が
広
が
る
よ
う
な
女
性
部
活
動
に
な
る
よ

う
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」、
菅

原
利
恵
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
自
分

を
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
諸
先
輩

方
や
支
え
て
く
れ
た
仲
間
た
ち
の

お
陰
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
微
力
な
が
ら
女
性
部
活
動
の

発
展
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

女
性
部
篠
路
支
部
（
嶋
知
子
支
部
長
）

で
は
、
11
月
17
日
（
金
）
に
部
員
6
名
と

職
員
2
名
が
参
加
し
、
サ
ッ
ポ
ロ
さ
と
ら

ん
ど
に
て
毎
年
恒
例
の
味
噌
づ
く
り
を
行

な
い
ま
し
た
。
こ
の
味
噌
づ
く
り
は
、
篠

路
支
部
が
20
年
ほ
ど
前
か
ら
始
め
た
恒
例

行
事
で
す
。
熟
成
期
間
に
よ
っ
て
自
分
好
み
の
味
噌
に
仕
上
が
る
の
が
特
徴

で
、
部
員
・
職
員
に
も
大
人
気
。
今
回
も
丹
羽
恵
子
さ
ん
が
主
導
し
、
部
員

の
皆
さ
ん
は
手
慣
れ
た
様
子
で
作
業
を
進
め
、
約
5
㎏
の
味
噌
を
樽
に
仕
込

み
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
4
年
ぶ
り
に
前
年
に
作
っ
た
味
噌
と
地
元
野
菜
で
特
製
豚

汁
を
調
理
。
部
員
さ
ん
が
持
ち
寄
っ
た
お
に
ぎ
り
と
お
漬
物
と
一
緒
に
味
わ

い
な
が
ら
談
笑
し
、
笑
顔
溢
れ
る
味
噌
づ
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

嶋
支
部
長
は
「
今
年
は
、
伝
統
あ
る
味
噌
づ
り
を
豚
汁
や
お
漬
物
を
食
べ

な
が
ら
開
催
で
き
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
今
年
は
、
石
狩
産
の
大

豆
を
使
用
し

て
味
噌
づ
く

り
を
行
な
う

予
定
で
今
か

ら
楽
し
み
で

す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

石
狩
地
区
女
性
協
議
会

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
女
性
部
・
い
し
か
り
女
性
部

伊
藤
佐
智
子
さ
ん
、
菅
原
利
恵
さ
ん
が

功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
女
性
部
篠
路
支
部

篠
路
支
部
伝
統
の
お
味
噌

今
年
も
仕
込
み
ま
し
た
。

味噌を仕込んだ樽の前で集合写真

1時間半ほど蒸した大豆をミキサーで
潰します

特製豚汁とおにぎりと
お漬物で昼食を楽しみました

H25 副会長、H26 会長を務められた
伊藤佐智子さん（左）

H27～H28 副会長、H29～R4 会長を
務められた菅原利恵さん（左）

記念式典・研修終了後にＪＡさっぽろ女性部といしかり女
性部で記念写真
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●●組合員組合員さんのさんの活動活動をを紹介紹介しますします！！

　
12
月
19
日
（
火
）
に
Ｊ
Ａ
石
狩
地
区
女
性
協
議
会

設
立
70
周
年
記
念
式
典
・
令
和
5
年
度
Ｊ
Ａ
石
狩
地

区
女
性
部
研
修
会
が
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
エ
ー
デ
ル
ホ

フ
札
幌
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
よ
り
伊
藤
佐
智
子
さ

ん
、
菅
原
利
恵
さ
ん
が
功
労
者
表
彰
を
受
賞
。

　
両
名
は
、
石
狩
地
区
女
性
協
議
会
に
お
い
て
設
立

60
周
年
か
ら
10
年
の
間
に
会
長
・
副
会
長
を
歴
任
さ

れ
、
石
狩
地
区
女
性
組
織
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
が
称
え
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
伊
藤
佐
智
子
さ
ん
は
「
こ
の
度
の
受
賞
は
、
女
性

部
員
並
び
に
周
囲
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ

そ
。
今
後
も
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
地
域
貢
献
や
若
い

世
代
と
の
輪
が
広
が
る
よ
う
な
女
性
部
活
動
に
な
る
よ

う
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」、
菅

原
利
恵
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
自
分

を
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
諸
先
輩

方
や
支
え
て
く
れ
た
仲
間
た
ち
の

お
陰
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
微
力
な
が
ら
女
性
部
活
動
の

発
展
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
女
性
部
篠
路
支
部
（
嶋
知
子
支
部
長
）

で
は
、
11
月
17
日
（
金
）
に
部
員
6
名
と

職
員
2
名
が
参
加
し
、
サ
ッ
ポ
ロ
さ
と
ら

ん
ど
に
て
毎
年
恒
例
の
味
噌
づ
く
り
を
行

な
い
ま
し
た
。
こ
の
味
噌
づ
く
り
は
、
篠

路
支
部
が
20
年
ほ
ど
前
か
ら
始
め
た
恒
例

行
事
で
す
。
熟
成
期
間
に
よ
っ
て
自
分
好
み
の
味
噌
に
仕
上
が
る
の
が
特
徴

で
、
部
員
・
職
員
に
も
大
人
気
。
今
回
も
丹
羽
恵
子
さ
ん
が
主
導
し
、
部
員

の
皆
さ
ん
は
手
慣
れ
た
様
子
で
作
業
を
進
め
、
約
5
㎏
の
味
噌
を
樽
に
仕
込

み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
4
年
ぶ
り
に
前
年
に
作
っ
た
味
噌
と
地
元
野
菜
で
特
製
豚

汁
を
調
理
。
部
員
さ
ん
が
持
ち
寄
っ
た
お
に
ぎ
り
と
お
漬
物
と
一
緒
に
味
わ

い
な
が
ら
談
笑
し
、
笑
顔
溢
れ
る
味
噌
づ
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
嶋
支
部
長
は
「
今
年
は
、
伝
統
あ
る
味
噌
づ
り
を
豚
汁
や
お
漬
物
を
食
べ

な
が
ら
開
催
で
き
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
今
年
は
、
石
狩
産
の
大

豆
を
使
用
し

て
味
噌
づ
く

り
を
行
な
う

予
定
で
今
か

ら
楽
し
み
で

す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

石
狩
地
区
女
性
協
議
会
　
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
女
性
部
・
い
し
か
り
女
性
部

伊
藤
佐
智
子
さ
ん
、
菅
原
利
恵
さ
ん
が

功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
女
性
部
篠
路
支
部

篠
路
支
部
伝
統
の
お
味
噌

今
年
も
仕
込
み
ま
し
た
。

味噌を仕込んだ樽の前で集合写真

1時間半ほど蒸した大豆をミキサーで
潰します

特製豚汁とおにぎりと
お漬物で昼食を楽しみました

H25 副会長、H26 会長を務められた
伊藤佐智子さん（左）

H27～H28 副会長、H29～R4 会長を
務められた菅原利恵さん（左）

記念式典・研修終了後にＪＡさっぽろ女性部といしかり女
性部で記念写真
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女
性
部
厚
別
支
部
茶
道
・
生
花
サ
ー
ク
ル

（
粟
井
幸
子
代
表
）
で
は
、
1
月
11
日
（
木
）

に
会
員
6
名
が
参
加
し
、
新
年
恒
例
行
事
で
あ

る
初
釜
・
初
活
け
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
丸
岡
専
務
理
事
、
厚
別
地
区
の
理

事
・
監
事
、
女
性
部
厚
別
支
部
支
部
長
の
他
、

厚
別
支
店
職
員
も
ご
招
待
い
た
た
だ
き
参
加
。

茶
会
の
会
場
に
は
会
員
さ
ん
が
活
け
て
く
だ

さ
っ
た
季
節
の
花
を
設
え
、
心
癒
さ
れ
る
空
間

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
よ
う
に
昼
食

後
、
お
濃
茶
、
お
薄
茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
開

催
し
、
初
釜
・
初
活
け
終
了
後
に
は
、
サ
ー
ク

ル
の
皆
さ
ま
の
計
ら
い
で
支
店
の
全
職
員
に
お

い
し
い
お
茶
を
振
舞
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
の
粟
井
幸
子
代
表
は
、「
茶
道
・

華
道
の
よ
う
な
普
段
で
き
な
い
体
験
を
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
後

も
、
組
合
員
・
職
員
の
交
流
を
通
じ
て
日
本
伝

統
の
心
を
感
じ
て
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

か
つ
日
本
の
美
を
感
じ
る

素
敵
な
空
間
の
中
で
、
参

加
者
一
同
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

（
北
林
特
派
員
）

　
中
央
支
店
で
は
、
11
月
23
日
（
木
・
祝
）
勤
労
感
謝
の
日
に
行
な
わ
れ

た
北
海
道
神
宮
の
新
嘗
祭
に
2
艘
の
宝
船
を
奉
献
し
ま
し
た
。

　
新
嘗
祭
前
日
に
同
支
店
の
職
員
が
中
心
と
な
り
制
作
し
た
宝
船
は
そ

れ
ぞ
れ
「
繁
栄
丸
」「
豊
作
丸
」
と
名
付
け
ら
れ
、
北
海
道
神
宮
の
本
殿

入
口
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
の
組
合
員
が
生
産
し
た
野
菜
を
は
じ
め
と
し
た
北
海
道

産
の
新
鮮
な
農
産
物
が
所
狭
し
と
乗
せ
ら
れ
、
実
り
豊
か
な
収
穫
を
祝
う

宝
船
を
見
た
新
嘗
祭
参
列
者
や
一
般
参
拝
者
か
ら
は
感
嘆
の
声
が
あ
が

り
、
次
々
に
写
真
を
撮
影
す
る
な
ど
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
新
嘗
祭
に
は
当
Ｊ
Ａ
か
ら
軽
部
幹
夫
組
合
長
と
渡
守
美
幸
中
央
統
括

支
店
長
が
参
列
し
、
収
穫
へ
の
感
謝
と
農
業
の
繁
栄
を
祈
願
し
ま
し
た
。

女
性
部
厚
別
支
部
茶
道
・
生
花
サ
ー
ク
ル

茶
道
・
華
道
の
「
日
本
の
美
」

を
感
じ
る
交
流
会

北
海
道
神
宮
新
嘗
祭

収
穫
に
感
謝
し
翌
年
の
豊
穣
を
願
う

宝
船
を
奉
献
し
ま
し
た
。

新嘗祭に参列した軽部組合長（左）と渡守統括支
店長（右）

本殿入口に奉献された豊作丸（右）と繁栄丸（左）

初釜は今年も心豊かな交流会になりました

お点前を披露してくださった西内さん

会員さんの生け花で日本の伝統芸術にふれ
ました
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●●組合員組合員さんのさんの活動活動をを紹介紹介しますします！！

幌
黄
ラ
ー
メ
ン
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

山
本
さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性

は
無
限
大
。
地
元
か
ら
将
来
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
を
育
て
て
い
き
た
い
」
と
想
い

を
話
さ
れ
、
中
村
副
組
合
長
は
、「
地
元
出

身
の
選
手
が
大
き
な
舞
台
で
活
躍
す
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て

い
き
た
い
」
と
応
え
ま
し
た
。

12
月
11
日
（
月
）、
地
元
札
幌
出
身
で
東

京
五
輪
2
0
2
0
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日

本
代
表
の
4
番
打
者
と
し
て
金
メ
ダ
ル
獲

得
に
貢
献
さ
れ
た
山
本
優
さ
ん
が
Ｊ
Ａ

さ
っ
ぽ
ろ
本
店
に
来
所
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
の
シ
ー
ズ
ン
終
了
を
も
っ
て

現
役
を
引
退
さ
れ
た
山
本
さ
ん
は
、
現

在
、
女
子
中
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
「
札
幌
F
u
t
u
r
e
s
（
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
ズ
）」
の
代
表
兼
監
督
、
と

わ
の
森
三
愛
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
コ
ー
チ
を
務
め
る
な
ど
、
指
導

者
と
し
て
後
進
の
育
成
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

石
狩
市
は
、
1
9
8
9
年
（
平

成
元
年
）
に
開
催
さ
れ
た
「
は
ま

な
す
国
体
」
を
契
機
に
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
競
技
を
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
指
定
し
て
お
り
、
昨
年
9

月
に
札
幌
円
山
球
場
で
開
催
さ
れ

た
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
J
D
リ
ー

グ
で
は
、
中
村
武
史
代
表
理
事
副

組
合
長
が
フ
ァ
ー
ス
ト
ピ
ッ
チ
セ

レ
モ
ニ
ー
で
登
板
し
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
石
狩
米
や
札

12
月
7
日
（
木
）、
資
産
管
理
部
会
本

部
（
髙
橋
宣
男
部
会
長
）
と
、
青
色
申
告

会
本
部
（
齊
藤
信
明
会
長
）
で
は
、
部
会

員
51
名
と
来
賓
・
事
務
局
が
参
加
し
、
4

年
ぶ
り
と
な
る
合
同
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

髙
橋
部
会
長
よ
り
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
か
ら
、
実
に
4
年
ぶ
り
に
顔
を
合

わ
せ
て
の
研
修
会
と
な
り
ま
す
」
と
の
挨

拶
で
研
修
会
が
ス
タ
ー
ト
。
講
師
と
し
て

「
相
田
み
つ
を
美
術
館
北
海
道
友
の
会
」
代

表
の
上
野
正
志
さ
ん
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
て
、『
人
生
の
応
援
歌
～
相
田
み
つ
を

の
世
界
』
を
テ
ー
マ
に
、
相
田
み
つ
を
の
半
生
や
、
人
と
な
り
に
つ
い
て
の
紹
介

や
、
独
特
な
書
体
で
知
ら
れ
る
詩
の
魅
力
、
同
作
品
に
よ
っ
て
勇
気
づ
け
ら
れ
た

方
々
の
お
話
し
な
ど
、
相
田
み
つ
を
の
世
界
を

余
す
と
こ
ろ
な
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
後
の
懇
親
会
で
は
、
齊
藤
会
長
よ
り

「
久
し
ぶ
り
の
懇
親
会
と
な
り
ま
す
。
部
会
員

同
士
大
い
に
親
交
を
深
め
て
く
だ
さ
い
」
と
お

言
葉
を
い
た
だ
き
、
久
方
ぶ
り
の
懇
親
会
を
楽

し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
両
部
会
の
会
員
同
士
、

親
睦
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

（
川
合
特
派
員
）

元
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表
山
本
優ゆ
う

さ
ん

夢
は
大
き
く
！
地
元
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
！

資
産
管
理
部
会
本
部
・
青
色
申
告
会
本
部

4
年
ぶ
り
に
合
同
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。4 年ぶりの開催となる合同研修会で相田みつをの

世界を堪能

合同研修会で挨拶を述べる髙橋部会長

昨年 9 月に札幌円山球場で開催された JD リーグで試合を行なった 4 チー
ムの選手サイン色紙と宇津木妙子 女子ソフトボール元日本代表監督のサ
イン入りボールをいただきました。（左から水嶋常務、中村副組合長、山
本優さん、丸岡専務、氏家常務）
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●●組合員組合員さんのさんの活動活動をを紹介紹介しますします！！

幌
黄
ラ
ー
メ
ン
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
山
本
さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性

は
無
限
大
。
地
元
か
ら
将
来
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
を
育
て
て
い
き
た
い
」
と
想
い

を
話
さ
れ
、
中
村
副
組
合
長
は
、「
地
元
出

身
の
選
手
が
大
き
な
舞
台
で
活
躍
す
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て

い
き
た
い
」
と
応
え
ま
し
た
。

　
12
月
11
日
（
月
）、
地
元
札
幌
出
身
で
東

京
五
輪
2
0
2
0
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日

本
代
表
の
4
番
打
者
と
し
て
金
メ
ダ
ル
獲

得
に
貢
献
さ
れ
た
山
本
優
さ
ん
が
Ｊ
Ａ

さ
っ
ぽ
ろ
本
店
に
来
所
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
2
1
年
の
シ
ー
ズ
ン
終
了
を
も
っ
て

現
役
を
引
退
さ
れ
た
山
本
さ
ん
は
、
現

在
、
女
子
中
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
「
札
幌
F
u
t
u
r
e
s
（
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
ズ
）」
の
代
表
兼
監
督
、
と

わ
の
森
三
愛
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
コ
ー
チ
を
務
め
る
な
ど
、
指
導

者
と
し
て
後
進
の
育
成
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

　
石
狩
市
は
、
1
9
8
9
年
（
平

成
元
年
）
に
開
催
さ
れ
た
「
は
ま

な
す
国
体
」
を
契
機
に
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
競
技
を
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
指
定
し
て
お
り
、
昨
年
9

月
に
札
幌
円
山
球
場
で
開
催
さ
れ

た
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
J
D
リ
ー

グ
で
は
、
中
村
武
史
代
表
理
事
副

組
合
長
が
フ
ァ
ー
ス
ト
ピ
ッ
チ
セ

レ
モ
ニ
ー
で
登
板
し
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
石
狩
米
や
札

　
12
月
7
日
（
木
）、
資
産
管
理
部
会
本

部
（
髙
橋
宣
男
部
会
長
）
と
、
青
色
申
告

会
本
部
（
齊
藤
信
明
会
長
）
で
は
、
部
会

員
51
名
と
来
賓
・
事
務
局
が
参
加
し
、
4

年
ぶ
り
と
な
る
合
同
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
髙
橋
部
会
長
よ
り
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
か
ら
、
実
に
4
年
ぶ
り
に
顔
を
合

わ
せ
て
の
研
修
会
と
な
り
ま
す
」
と
の
挨

拶
で
研
修
会
が
ス
タ
ー
ト
。
講
師
と
し
て

「
相
田
み
つ
を
美
術
館
北
海
道
友
の
会
」
代

表
の
上
野
正
志
さ
ん
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
て
、『
人
生
の
応
援
歌
～
相
田
み
つ
を

の
世
界
』
を
テ
ー
マ
に
、
相
田
み
つ
を
の
半
生
や
、
人
と
な
り
に
つ
い
て
の
紹
介

や
、
独
特
な
書
体
で
知
ら
れ
る
詩
の
魅
力
、
同
作
品
に
よ
っ
て
勇
気
づ
け
ら
れ
た

方
々
の
お
話
し
な
ど
、
相
田
み
つ
を
の
世
界
を

余
す
と
こ
ろ
な
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
研
修
後
の
懇
親
会
で
は
、
齊
藤
会
長
よ
り

「
久
し
ぶ
り
の
懇
親
会
と
な
り
ま
す
。
部
会
員

同
士
大
い
に
親
交
を
深
め
て
く
だ
さ
い
」
と
お

言
葉
を
い
た
だ
き
、
久
方
ぶ
り
の
懇
親
会
を
楽

し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
両
部
会
の
会
員
同
士
、

親
睦
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

（
川
合
特
派
員
）

元
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表
山
本
優ゆ
う

さ
ん

夢
は
大
き
く
！
地
元
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
！

資
産
管
理
部
会
本
部
・
青
色
申
告
会
本
部

4
年
ぶ
り
に
合
同
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。4 年ぶりの開催となる合同研修会で相田みつをの

世界を堪能

合同研修会で挨拶を述べる髙橋部会長

昨年 9 月に札幌円山球場で開催された JD リーグで試合を行なった 4 チー
ムの選手サイン色紙と宇津木妙子 女子ソフトボール元日本代表監督のサ
イン入りボールをいただきました。（左から水嶋常務、中村副組合長、山
本優さん、丸岡専務、氏家常務）
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12
月
26
日
（
火
）、
石
狩

八
幡
支
店
の
2
階
大
会
議

室
で
、
石
狩
地
区
の
農
業

所
得
振
興
会
（
会
員
数

2
8
7
名
）
の
令
和
５
年

度
定
期
幹
事
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
幹
事
会
員

2
0
名
の
出
席
の
も
と
、

小
野
寺
一
登
会
長
に
よ
る

開
会
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た

後
、
令
和
４
年
度
（
決
算

期
：
令
和
４
年
12
月
～
令

和
５
年
11
月
）
の
事
業
報

告
・
決
算
に
続
き
令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）
が
賛
成
多
数
に
よ
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
事
業
計
画
で
は
、
昨
年
10
月
の
Ｊ
Ａ
合
併
に
伴
い
、
両
Ｊ
Ａ
に
お
い
て

設
置
さ
れ
て
い
る
所
得
申
告
に
係
る
組
合
員
組
織
（
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
青
色

申
告
会
：
会
員
数
2
、0
0
7
名
）
の
合
併
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
会
員
よ
り
組
織
統
合
に
よ
る
適
切
な
申
告
と
税
務

対
応
に
係
る
体
制
整
備
に
向
け
て
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
木
村
特
派
員
）

石
狩
地
区
農
業
所
得
振
興
会

令
和
５
年
度

定
期
幹
事
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

に
ぎ
わ
い
市い
ち

場ば

さ
っ
ぽ
ろ
2
0
2
3
へ
出
展

新
生
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
の
P
R
を
行
な
い
ま
し
た
。

●●組合員組合員さんのさんの活動活動をを紹介紹介しますします！！

開会挨拶を述べられる小野寺会長

　
11
月
17
日
（
金
）
～
19
日
（
日
）
の
3
日

間
、
ア
ク
セ
ス
サ
ッ
ポ
ロ
（
札
幌
市
白
石
区
）

で
開
催
さ
れ
た
「
に
ぎ
わ
い
市
場
さ
っ
ぽ
ろ

2
0
2
3
」
に
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
ブ
ー
ス
を
出
展

し
ま
し
た
。
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と

し
、
道
内
各
地
の
特
産
品
の
P
R
と
販
売
を
行

な
う
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
回
で
14
回
目
の
開

催
。
道
内
各
地
か
ら
71
の
団
体
が
出
展
し
、
3

日
間
の
来
場
者
数
は
9
、
8
8
3
名
と
な
り
ま

し
た
。

　
新
生
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
と
し
て
初
め
て
の
出
展

と
な
り
、
玉
ね
ぎ
・
じ
ゃ
が
い
も
の
詰
め
放
題

の
実
施
と
、
石
狩
産
の
新
米
を
販
売
し
た
ほ

か
、
Ｊ
Ａ
共
済
ア
ン
ケ
ー
ト
ブ
ー
ス
も
設
け
、

来
場
者
に
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
ボ
ト
ル
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
初
日
に
「
ど
さ
ん
こ
ワ
イ

ド
1
7
9
（
S
T
V
）」
の
中
で
紹
介
さ
れ
、

翌
日
は
開
場
と
同
時
に
詰
め
放
題
コ
ー
ナ
ー
に

大
行
列
が
出
来
る
ほ
ど
の
大
盛
況
。
準
備
し
た

札
幌
産
玉
ね
ぎ
1
・
8
t
、

石
狩
産
じ
ゃ
が
い
も
1
・
５
t

が
売
り
切
れ
御
免
と
な
り
、

石
狩
産
な
な
つ
ぼ
し
新
米

（
5
㎏
）
50
袋
も
完
売
と
な
り

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
共
済
ブ
ー
ス

に
も
多
く
の
人
が
訪
れ
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
た
保
障
の

ご
案
内
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

袋一杯に玉ねぎ・じゃがいもを入れる来場者で
賑わう詰め放題コーナー

準備した玉ねぎ・じゃがいもはイベント終
了を待たずに売り切れました

来場者へアンケートを通じてＪＡ共済をご
案内しました
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個
人
事
業
者
の
確
定
申
告
に
お
い

て
、
家
事
関
連
費
の
経
費
算
入
に
は
注

意
が
必
要
で
す
。

個
人
事
業
の
場
合
、
自
宅
兼
店
舗
等

で
使
用
す
る
電
気
や
水
道
の
水
道
光
熱

費
や
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
両
方
で
使

う
車
や
携
帯
電
話
な
ど
事
業
と
家
計
の

両
方
に
係
る
費
用
（
家
事
関
連
費
）
が

結
構
あ
り
ま
す
が
、
計
上
が
漏
れ
て
い

た
り
、
按
分
せ
ず
全
額
計
上
し
た
り
と

誤
り
が
多
く
、
税
務
署
で
否
認
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
確
定
申
告
の
受
付

開
始
時
期
と
い
う
こ
と
も
あ
り
家
事
関

連
費
に
つ
い
て
必
要
経
費
算
入
要
件
で

あ
る
客
観
的
明
確
区
分
の
要
件
と
代
表

的
な
も
の
を
具
体
例
と
し
て
下
の
表
で

確
認
し
ま
す
。

家
事
関
連
費

所
得
税
で
は
、
家
事
費
は
必
要
経
費

と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
（
生
活
費
で
事

業
と
関
係
な
い
）
た
め
、
原
則
認
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
例
外
的
に
生
活
費
と

明
確
に
線
引
き
で
き
れ
ば
、
必
要
経
費

と
し
て
算
入
で
き
る
と
い
う
取
扱
い
で

す
。

◦
必
要
経
費
…
事
業
の
た
め
の
支
出

（
仕
入
や
給
料
な
ど
の
売
上
原
価
等
）

◦
家
事
費
…
生
活
の
た
め
の
支
出
（
衣

食
住
、
娯
楽
、
教
育
な
ど
の
生
活

費
）

◦
家
事
関
連
費
…
必
要
経
費
と
家
事
費

が
混
在
し
た
支
出
（
自
宅
兼
店
舗
、

事
業
兼
用
の
車
の
費
用
等
）

家
事
関
連
費
の

必
要
経
費
の
要
件

◦
業
務
遂
行
上
必
要

◦
業
務
遂
行
上
必
要
な
部
分
を
客
観
的

に
明
確
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る

家
事
関
連
費
は
、
下
の
表
の
よ
う
に

項
目
が
多
い
の
で
、
経
費
計
上
で
き
る

個
人
事
業
者
の
所
得
税
申
告
に
つ
い
て
、

家
事
関
連
費
の
必
要
経
費
は
要
注
意
で
す
！

今回の記事は、国税庁のホームペー
ジから抜粋し作成しておりますので、
改めてホームページよりご確認くださ
いますようお願いいたします。相談部
では、今後も皆さまのお役に立つ情報
の発信を続けていきます。

ザ 信ラ 通プ産動不

家事関連費の具体例
家事関連費 按分方法

建物費用
（自宅兼店舗、事務所等の家賃・更新料）、修繕費、
減価償却費、損害保険料、固定資産税、住宅ロー
ンの利息 等

面積、使用時間、
使用頻度 等

水道光熱費
（自宅兼店舗、事務所等の電気代・ガス代・水道
代 等）

使用時間、
使用頻度、
照明器具の数 等

通信費
（家庭事業兼用の電話代、インターネット代 等）

使用時間、
使用頻度 等

自動車費用
（家庭事業兼用の自動車税、駐車場代、自動車保険
料、車検代 等）

走行距離、
業務使用日数 等

の
に
計
上
し
て
い
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が
結
構

あ
り
ま
す
。
左
の
表
で
計
上
漏
れ
が
な
い
か

再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
家
事
関
連
費
の
支
出

が
家
族
名
義
で
も
同
一
生
計
な
ら
経
費
と
し

て
計
上
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

よろずサポーターのロゴが
新しくなりました！
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　個
人
事
業
者
の
確
定
申
告
に
お
い

て
、
家
事
関
連
費
の
経
費
算
入
に
は
注

意
が
必
要
で
す
。

　個
人
事
業
の
場
合
、
自
宅
兼
店
舗
等

で
使
用
す
る
電
気
や
水
道
の
水
道
光
熱

費
や
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
両
方
で
使

う
車
や
携
帯
電
話
な
ど
事
業
と
家
計
の

両
方
に
係
る
費
用
（
家
事
関
連
費
）
が

結
構
あ
り
ま
す
が
、
計
上
が
漏
れ
て
い

た
り
、
按
分
せ
ず
全
額
計
上
し
た
り
と

誤
り
が
多
く
、
税
務
署
で
否
認
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　そ
こ
で
今
回
は
、
確
定
申
告
の
受
付

開
始
時
期
と
い
う
こ
と
も
あ
り
家
事
関

連
費
に
つ
い
て
必
要
経
費
算
入
要
件
で

あ
る
客
観
的
明
確
区
分
の
要
件
と
代
表

的
な
も
の
を
具
体
例
と
し
て
下
の
表
で

確
認
し
ま
す
。

家
事
関
連
費

　所
得
税
で
は
、
家
事
費
は
必
要
経
費

と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
（
生
活
費
で
事

業
と
関
係
な
い
）
た
め
、
原
則
認
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
例
外
的
に
生
活
費
と

明
確
に
線
引
き
で
き
れ
ば
、
必
要
経
費

と
し
て
算
入
で
き
る
と
い
う
取
扱
い
で

す
。

◦
必
要
経
費
…
事
業
の
た
め
の
支
出

（
仕
入
や
給
料
な
ど
の
売
上
原
価
等
）

◦
家
事
費
…
生
活
の
た
め
の
支
出
（
衣

食
住
、
娯
楽
、
教
育
な
ど
の
生
活

費
）

◦
家
事
関
連
費
…
必
要
経
費
と
家
事
費

が
混
在
し
た
支
出
（
自
宅
兼
店
舗
、

事
業
兼
用
の
車
の
費
用
等
）

家
事
関
連
費
の

必
要
経
費
の
要
件

◦
業
務
遂
行
上
必
要

◦
業
務
遂
行
上
必
要
な
部
分
を
客
観
的

に
明
確
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る

　家
事
関
連
費
は
、
下
の
表
の
よ
う
に

項
目
が
多
い
の
で
、
経
費
計
上
で
き
る

個
人
事
業
者
の
所
得
税
申
告
に
つ
い
て
、

家
事
関
連
費
の
必
要
経
費
は
要
注
意
で
す
！

　今回の記事は、国税庁のホームペー
ジから抜粋し作成しておりますので、
改めてホームページよりご確認くださ
いますようお願いいたします。相談部
では、今後も皆さまのお役に立つ情報
の発信を続けていきます。

ザ 信ラ 通プ産動不

家事関連費の具体例
家事関連費 按分方法

建物費用
（自宅兼店舗、事務所等の家賃・更新料）、修繕費、
減価償却費、損害保険料、固定資産税、住宅ロー
ンの利息 等

面積、使用時間、
使用頻度 等

水道光熱費
（自宅兼店舗、事務所等の電気代・ガス代・水道
代 等）

使用時間、
使用頻度、
照明器具の数 等

通信費
（家庭事業兼用の電話代、インターネット代 等）

使用時間、
使用頻度 等

自動車費用
（家庭事業兼用の自動車税、駐車場代、自動車保険
料、車検代 等）

走行距離、
業務使用日数 等

の
に
計
上
し
て
い
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が
結
構

あ
り
ま
す
。
左
の
表
で
計
上
漏
れ
が
な
い
か

再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
家
事
関
連
費
の
支
出

が
家
族
名
義
で
も
同
一
生
計
な
ら
経
費
と
し

て
計
上
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

よろずサポーターのロゴが
新しくなりました！
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理
事
会
だ
よ
り

第
8
回
定
例
理
事
会

令
和
5
年
11
月
29
日
（
水
）
午
後
1

時
00
分
よ
り
本
店
役
員
会
議
室
に
お
い

て
第
8
回
定
例
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

●
監
事
会
報
告
事
項

1
、令
和
5
年
度
　
仮
決
算
監
事
監
査

報
告

2
、Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
・
Ｊ
Ａ
い
し
か
り

合
併
財
務
引
継
確
認
報
告

●
協
議
事
項

1
、『
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
等
へ

の
対
応
に
関
す
る
規
程
』
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

金
融
庁
の
マ
ネ
ロ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
き
、
態
勢
整
備
に
関
す
る
所
要

の
改
正
を
行
な
う
旨
が
説
明
さ
れ
、
可

決
決
定
。

2
、『
不
祥
事
対
応
要
領
』
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　
農
協
法
施
行
規
則
の
変
更
に
伴
う
所

要
の
整
備
を
行
な
う
旨
が
説
明
さ
れ
、

可
決
決
定
。

3
、『
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
等
お

よ
び
反
社
会
的
勢
力
等
へ
の
対
応

に
関
す
る
基
本
方
針
』
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　
金
融
庁
の
マ
ネ
ロ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
き
、
態
勢
整
備
に
関
す
る
所
要

の
改
正
を
行
な
う
旨
が
説
明
さ
れ
、
可

決
決
定

4
、『
資
産
査
定
規
程
』
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　
未
登
記
リ
ー
ス
の
取
り
扱
い
に
関

し
、
リ
ー
ス
取
引
を
被
担
保
債
権
の
範

囲
と
す
る
根
抵
当
権
の
設
定
が
で
き
な

い
こ
と
へ
の
対
応
、
ま
た
リ
ス
ク
管
理

債
権
と
金
融
再
生
法
開
示
債
権
の
統
合

に
合
わ
せ
た
表
記
の
修
正
を
行
な
う
旨

が
説
明
さ
れ
、
協
議
後
、
可
決
決
定
。

5
、令
和
5
年
度
　
年
末
手
当
（
賞
与
）

の
支
給
に
つ
い
て

　
令
和
5
年
度
事
業
実
績
見
込
み
及
び

令
和
5
年
度
年
末
手
当
は
2
・
1
ヶ
月

分
と
し
て
12
月
8
日
に
支
給
す
る
旨
が

説
明
さ
れ
、
可
決
決
定

6
、北
海
道
農
業
信
用
基
金
協
会
に
対

す
る
出
資
増
口
に
つ
い
て

　
北
海
道
農
業
信
用
基
金
協
会
の
保
証

を
受
け
た
住
宅
ロ
ー
ン
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
に
伴
い
、
農
信
基
よ
り
同
協
会

が
定
め
て
い
る
「
債
務
保
証
業
務
規

程
」
に
基
づ
き
、
増
資
依
頼
が
あ
っ
た

旨
、
そ
の
増
資
金
額
、
増
資
時
期
等
が

説
明
さ
れ
、
可
決
決
定

7
、令
和
6
年
度
　
肥
料
引
取
奨
励
金

に
つ
い
て

　
組
合
員
の
奨
励
施
策
の
一
環
と
す
る

肥
料
の
取
り
ま
と
め
分
に
限
り
、
店
頭

引
取
を
さ
れ
た
組
合
員
に
対
す
る
奨
励

内
容
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
第
6
回
定

例
理
事
会
時
に
「
予
約
購
買
奨
励
金
」

の
廃
止
に
つ
い
て
報
告
済
み
で
あ
る

が
、「
肥
料
引
取
奨
励
金
」
に
つ
い
て

は
経
済
部
合
理
化
後
、
肥
料
配
送
の
効

率
化
に
期
す
る
部
分
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
実
施
し
た
い
旨
が
説
明

さ
れ
、
可
決
決
定
。

●
報
告
事
項

1
、令
和
5
年
度
　
1
統
括
支
店
1
協

同
活
動
実
施
報
告

2
、「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及
び

テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
分
析

の
石
狩
振
興
局
へ
の
報
告
に
つ
い
て

3
、令
和
5
年
9
月
期
半
期
デ
ィ
ス
ク

ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
に
つ
い
て

4
、�10
月
末
財
務
状
況
報
告

5
、�10
月
末
組
合
員
加
入
・
脱
退
状
況

6
、�11
月
の
動
静
と
12
月
の
予
定
に
つ

い
て

7
、
旧
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
（
令
和
5
年
9
月

末
）
報
告
に
つ
い
て

8
、
ベ
ジ
タ
ブ
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
是
正

措
置
に
係
る
倉
庫
及
び
鉄
板
屋
根

撤
去
工
事
業
者
の
選
定
に
つ
い
て

9
、「
と
れ
の
さ
と
」
建
物
事
務
所
に

お
け
る
石
狩
振
興
局
か
ら
の
是
正

勧
告
内
容
に
つ
い
て

10
、旧
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
役
員
に
対
す
る

退
任
慰
労
金
の
支
払
い
に
つ
い
て

（
閉
会
・
午
後
3
時
54
分
）

◆
◆
◆

第
9
回
定
例
理
事
会

令
和
5
年
12
月
27
日
（
水
）
午
後
1

時
30
分
よ
り
本
店
役
員
会
議
室
に
お
い

て
第
9
回
定
例
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

●
協
議
事
項

1
、令
和
5
年
度
　
仮
決
算
監
事
監
査

回
答
書
に
つ
い
て

令
和
5
年
11
月
2
日
か
ら
11
月
8
日

ま
で
（
3
日
か
ら
5
日
を
除
く
）
に
実

施
さ
れ
た
令
和
5
年
度
仮
決
算
定
期
監

事
監
査
お
よ
び
令
和
5
年
9
月
30
日
に

行
な
わ
れ
た
経
済
部
・
経
済
店
棚
卸
仮

決
算
監
査
で
の
「
改
善
願
い
た
い
事

項
」
に
対
す
る
回
答
（
案
）
が
説
明
さ

れ
、
協
議
後
、
可
決
決
定
。

2
、『
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア

ル
』
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

法
令
改
正
対
応
に
伴
う
人
事
・
労
務

管
理
関
連
の
追
加
及
び
表
現
の
修
正
と

職
員
に
よ
る
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
、
販

売
禁
止
行
為
等
に
係
る
内
容
の
追
加
、
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更
に
は
共
済
監
督
指
針
の
改
正
に
伴
う

事
例
の
追
加
等
の
整
備
を
行
な
う
旨
が

説
明
さ
れ
、
協
議
後
、
可
決
決
定
。

3
、�合
併
に
伴
う
出
資
口
数
限
度
超
過

組
合
員
に
対
す
る
出
資
金
減
口
手

続
に
係
る
包
括
事
前
承
認
に
つ
い

て

合
併
に
伴
い
重
複
加
入
と
な
り
、
か

つ
出
資
金
持
分
が
最
高
限
度
額
超
過
と

な
る
組
合
員
に
対
す
る
減
口
手
続
き
に

係
る
包
括
事
前
承
認
に
つ
い
て
、
対
象

者
、
対
象
人
数
、
処
理
方
法
等
を
説
明

す
る
。
ま
た
合
併
に
伴
い
重
複
加
入
と

な
る
も
、
出
資
金
持
分
が
最
高
限
度
額

を
超
過
し
な
い
組
合
員
に
対
す
る
処
理

手
続
き
に
つ
い
て
も
併
せ
て
説
明
さ

れ
、
協
議
後
、
可
決
決
定

4
、�令
和
6
年

理
事
・
監
事
報
酬
の

役
員
報
酬
審
議
会
へ
の
諮
問
に
つ

い
て

令
和
6
年
7
月
か
ら
翌
年
6
月
ま
で

の
理
事
報
酬
総
額
及
び
監
事
報
酬
総
額

は
、
理
事
が
7
、2
0
0
万
円
の
範
囲

内
、
監
事
が
1
、8
0
0
万
円
の
範
囲

内
と
す
る
金
額
で
諮
問
す
る
事
が
説
明

さ
れ
、
協
議
後
、
可
決
決
定
。

●
報
告
事
項

1
、�准
組
合
員
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

2
0
2
3

開
催
結
果
報
告

2
、�地
区
別
懇
談
会
で
の
質
問
・
意
見

等
の
報
告

3
、�令
和
5
年
度

第
4
四
半
期
余
裕

金
等
運
用
計
画
額
及
び
運
用
方
針

に
つ
い
て

4
、�令
和
5
年
度

予
約
購
買
奨
励
金

並
び
に
肥
料
引
取
奨
励
金
の
交
付

に
つ
い
て

5
、�秋
ま
き
小
麦
「
北
見
95
号
」
異
品

種
混
入
に
係
る
損
失
額
の
支
払
い

に
つ
い
て

6
、�ベ
ジ
タ
ブ
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
是
正

措
置
に
係
る
聞
き
取
り
調
査
の
書

面
報
告

7
、�石
狩
倉
庫
の
建
築
確
認
に
係
る

12
／
22
北
海
道
新
聞
朝
刊
の
記
事

及
び
㈱
財
界
さ
っ
ぽ
ろ
か
ら
の
質

問
対
応
に
つ
い
て

8
、�11
月
末
財
務
状
況
報
告

9
、�11
月
末
組
合
員
加
入
・
脱
退
状
況

10
、�12
月
の
動
静
と
1
月
の
予
定
に
つ

い
て

（
閉
会
・
午
後
3
時
43
分
）


南
支
店
組
合
員

乙
坂
は
る
子
さ
ん

95
才
12
月
12
日

近
澤
信
吉
さ
ん

89
才
1
月
7
日

岩
本
勲
さ
ん

80
才
1
月
10
日


手
稲
支
店
組
合
員

後
藤
ク
ニ
子
さ
ん

91
才
12
月
15
日

村
上
誠
司
さ
ん

90
才
12
月
26
日

平
佐
壽
子
さ
ん

87
才
1
月
6
日


厚
別
支
店
組
合
員

竹
内
ミ
ヨ
さ
ん

91
才
12
月
13
日

鈴
木
美
津
子
さ
ん

84
才
12
月
27
日

山
口
俊
次
さ
ん

94
才
1
月
1
日

武
田
敏
彦
さ
ん

86
才
1
月
12
日

左
記
の
正
組
合
員
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

～
1
月
15
日

お
く
や
み


北
札
幌
支
店
組
合
員

今
泉
光
博
さ
ん

71
才
12
月
5
日

山
下
芳
夫
さ
ん

101
才
12
月
13
日

大
畑
敬
一
さ
ん

74
才
12
月
29
日

川
原
春
子
さ
ん

87
才
1
月
4
日

萩
中
啓
子
さ
ん

93
才
1
月
8
日

永
田
平
吉
さ
ん

87
才
1
月
8
日

山
下
伊
三
雄
さ
ん

87
才
1
月
12
日


篠
路
支
店
組
合
員

関
戸
正
男
さ
ん

89
才
12
月
21
日

髙
橋
紀
明
さ
ん

83
才
1
月
6
日

髙
橋
文
子
さ
ん

95
才
1
月
13
日


新
琴
似
支
店
組
合
員

相
田
和
子
さ
ん

82
才
12
月
30
日

厚
母
正
敏
さ
ん

72
才
1
月
8
日


石
狩
花
畔
支
店
組
合
員

船
場
庄
一
さ
ん

87
才
12
月
15
日

坂
本
勇
一
さ
ん

92
才
12
月
25
日

令和5年12月末業務実績 令和5年11月末業務実績

ＪＡさっぽろ
DATA

組合員数 正組合員 3,862名 3,870名
准組合員 34,750名 34,576名

合　計 38,612名 38,446名
出資金残高 75億5千2百万円 74億9千6百万円
販売取扱高 26億6千5百万円 20億8千1百万円
購買供給高 10億7千6百万円 8億8千2百万円
貯金残高 3,709億1千2百万円 3,668億5千5百万円
融資残高 1,039億6千4百万円 1,041億6千7百万円
共済保有高 6,393億1千3百万円 6,405億4千5百万円
施設建設取扱高 1億9千9百万円 1億9千9百万円
管理受託戸数 4,780戸 4,735戸
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更
に
は
共
済
監
督
指
針
の
改
正
に
伴
う

事
例
の
追
加
等
の
整
備
を
行
な
う
旨
が

説
明
さ
れ
、
協
議
後
、
可
決
決
定
。

3
、合
併
に
伴
う
出
資
口
数
限
度
超
過

組
合
員
に
対
す
る
出
資
金
減
口
手

続
に
係
る
包
括
事
前
承
認
に
つ
い

て

　
合
併
に
伴
い
重
複
加
入
と
な
り
、
か

つ
出
資
金
持
分
が
最
高
限
度
額
超
過
と

な
る
組
合
員
に
対
す
る
減
口
手
続
き
に

係
る
包
括
事
前
承
認
に
つ
い
て
、
対
象

者
、
対
象
人
数
、
処
理
方
法
等
を
説
明

す
る
。
ま
た
合
併
に
伴
い
重
複
加
入
と

な
る
も
、
出
資
金
持
分
が
最
高
限
度
額

を
超
過
し
な
い
組
合
員
に
対
す
る
処
理

手
続
き
に
つ
い
て
も
併
せ
て
説
明
さ

れ
、
協
議
後
、
可
決
決
定

4
、令
和
6
年
　
理
事
・
監
事
報
酬
の

役
員
報
酬
審
議
会
へ
の
諮
問
に
つ

い
て

　
令
和
6
年
7
月
か
ら
翌
年
6
月
ま
で

の
理
事
報
酬
総
額
及
び
監
事
報
酬
総
額

は
、
理
事
が
7
、2
0
0
万
円
の
範
囲

内
、
監
事
が
1
、8
0
0
万
円
の
範
囲

内
と
す
る
金
額
で
諮
問
す
る
事
が
説
明

さ
れ
、
協
議
後
、
可
決
決
定
。

●
報
告
事
項

1
、准
組
合
員
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

2
0
2
3
　
開
催
結
果
報
告

2
、地
区
別
懇
談
会
で
の
質
問
・
意
見

等
の
報
告

3
、令
和
5
年
度
　
第
4
四
半
期
余
裕

金
等
運
用
計
画
額
及
び
運
用
方
針

に
つ
い
て

4
、令
和
5
年
度
　
予
約
購
買
奨
励
金

並
び
に
肥
料
引
取
奨
励
金
の
交
付

に
つ
い
て

5
、秋
ま
き
小
麦
「
北
見
95
号
」
異
品

種
混
入
に
係
る
損
失
額
の
支
払
い

に
つ
い
て

6
、ベ
ジ
タ
ブ
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
是
正

措
置
に
係
る
聞
き
取
り
調
査
の
書

面
報
告

7
、石
狩
倉
庫
の
建
築
確
認
に
係
る

12
／
22
北
海
道
新
聞
朝
刊
の
記
事

及
び
㈱
財
界
さ
っ
ぽ
ろ
か
ら
の
質

問
対
応
に
つ
い
て

8
、�11
月
末
財
務
状
況
報
告

9
、�11
月
末
組
合
員
加
入
・
脱
退
状
況

10
、�12
月
の
動
静
と
1
月
の
予
定
に
つ

い
て

（
閉
会
・
午
後
3
時
43
分
）

令和5年12月末業務実績 令和5年11月末業務実績

	ＪＡさっぽろ
DATA

組合員数 正組合員 3,862名 3,870名
准組合員 34,750名 34,576名

合　計 38,612名 38,446名
出資金残高 75億5千2百万円 74億9千6百万円
販売取扱高 26億6千5百万円 20億8千1百万円
購買供給高 10億7千6百万円 8億8千2百万円
貯金残高 3,709億1千2百万円 3,668億5千5百万円
融資残高 1,039億6千4百万円 1,041億6千7百万円
共済保有高 6,393億1千3百万円 6,405億4千5百万円
施設建設取扱高 1億9千9百万円 1億9千9百万円
管理受託戸数 4,780戸 4,735戸
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人として「大事なもの」を見たように感
じる、そんな瞬間で、そんな一枚でした。

Photo by 曽我 孝博
2020 年 からフリーランスの
フォトグラファーとして主に札
幌市内で活動。今年度も引き
続き「虹の大樹」表紙と巻頭
写真の撮影を担当します。

Column
My best sho

t

各支店窓口で、
お買い求めいただけます！

料理の味付け

にも使える！

1 箱（4 袋入り） 360 円（税込）
※品切れの場合はご容赦ください。

札幌黄
たまねぎスープはいかがですか
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